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チャイコ3連投！ 熱狂コンチェルト -2021-

［座談会］With Corona After Corona
コロナ危機が1年を超える今、オーケストラは？吹奏楽団は？
関西音楽芸術の今と未来を語る特別企画！！ With The Symphony Hall
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※本誌は、2月25日までの情報をもとに制作致しました。新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、状況次第で記載公演が中止もしくは延期となり、内容が変更となる場合がございます。予めご了
承ください。

いつもザ・シンフォニーホールをご愛顧頂き、誠にありがとうございます。当ホールは現在、
政府や大阪府より発表されております対処方針等を踏まえ、下記の通り感染拡大予防の対策を講じた上で、公演を開催しております。

ご来場のお客様にお願いしている感染症防止策につきまして、多数お問い合わせを頂いておりますので、ご紹介させて頂きます。
お座席の振り替えや公演の延期のため、チケットの交換が必要
となっている場合もございます。また、券面にご連絡先のご記入
をお願いしている場合もございます。

ご来場頂くお客様に安心してコンサートを楽しんで頂けるよう、下記の内容にご協力をお願い致します。

現在、館内の施設・設備及び貸し出し物のご利用を一部休止・制限させて頂いております。

お客 様へのお願い

ご入場の際のお願い

ザ・シンフォニー チケットセンターからのご案内

館内施 設 及び貸し出し物等の当面のご 利用についてのお願い

感染症拡大防止対策へのご協力をお願い致します。お手元のチケットはご来場の前に
必ずご確認をお願い致します。

ザ・シンフォニーホールの取り組みと、お客様へのお願いは、さらに詳
しくWEBに掲載しております。詳細は、WEBサイトをご覧ください。
http://www.symphonyhall.jp

www.symphonyhall.jp

contents

※記載内容は変更になる場合がございますので、予めご了承ください。
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マスク着用

館内では上演中も含め常時マス
クの着用をお願い致します。フェ
イスシールドをご着用の方は、マ
スクも併せてご着用下さい。マウ
スガード、透明マスクでのご入場
はお断り致します

お並びの際は、
前後の間隔を空けて
お並び下さい。
足元に表示を設けております

ご入場時に
アルコールによる
手指の消毒をお願い致します

全てのお客様に
検温をお願いしております

車椅子貸し出しと介助

貸し出し車椅子のご利用は介
添の方とご来場頂き、公演前日
までに各主催者へご予約され
た方に限らせて頂きます。これ
までスタッフが行っておりまし
た目の不自由な方への介助も、
お客様との濃厚接触を避ける
ため控えさせて頂きます。介助
が必要な方は必ず介添の方と
ご来場をお願い致します

体温測定

サーモグラフィーや検温器によ
り、37.5℃以上の発熱がある方
はご入場をお断り致します

館内はお静かに

大きな声での声援や、館内で
の会話はお控え下さい

カフェ・ショップ

カフェ・ショップは当面の間、営
業を休止致しております。お飲
物は3階サイドロビーに自動販
売機がございますので、是非ご
利用下さい。また、開場後はロ
ビーのソファにてお寛ぎ頂けま
す
※館内に設置しているウォーターサー
バー及びウォータークーラーのご利用は
休止致しております。※客席内でのご飲
食はご遠慮頂いております。

プレイガイド

館内プレイガイド及びチケット
センター窓口でのチケットの販
売は、当面の間休止致しており
ます。チケットのご購入は、お電
話またはWEBにて受付をして
おります

体調確認

2週間以内に発熱や咳、鼻汁、倦
怠感、味覚・嗅覚障害、その他感
冒症状があった方はご来場をお
控え下さい。ご来場後も体調が
優れない場合は、無理をせずス
タッフにお声がけ下さい

追跡システムのご登録来場記録シート

当日券をご購入のお客様やご
購入者様とご来場者様が異な
る場合はご記入下さい。また、チ
ケット券面にご連絡先の記入欄
がある場合は、ご入場前に必ず
ご記入をお願い致します

貸し出しブランケット

ブランケットの貸し出しは、当
面の間休止致しております。体
温調節のしやすい服装でご来
場下さい

定型ハガキに下記の情報を記載いただき、63円切手を貼付の上、ポストに投函ください。
【定型ハガキ裏】1.お名前（フリガナ付き）、2.性別、3.郵便番号、4.住所、5.電話番号、
6.メールアドレス（メールマガジン受取りの場合）

【定型ハガキ表】531-8501 大阪市北区大淀南2丁目3-3
ザ・シンフォニーホール「シンフォニア」係

【お客様の個人情報の取り扱いについて】株式会社ザ・シンフォニーホールでは、次に掲げた内容にしたがって、個人情報の保護に努めてまいりま
す。○お客様からご提供いただいた個人情報については、個人情報に関する法令、規範に則り適正に管理いたします。○お客様からいただいた個
人情報は、以下の目的のみに使用し、それ以外には一切使用いたしません。（1）シンフォニア会員様への情報誌「シンフォニア」および関連する印
刷物の発送（2）ザ・シンフォニーホールで開催する催事をご案内する印刷物の発送（3）ホールなど施設の利用に関するご案内、ご連絡（4）ザ・シ
ンフォニーホールの事業、サービスの開発・改善を目的とした調査・研究のためのアンケートの送付・分析・データ集積（5）チケット予約販売に伴
う、ご本人確認およびご連絡（6）株式会社ザ・シンフォニーホールに関するご案内の発送○個人情報のご提供はご自身の意思でご本人様が行う
ものといたします。○お客様の個人情報を、適正かつ迅速に処理するため、その作業を外部の企業に委託して行うことがあります。その場合、委
託先において個人情報が安全に管理されるよう適切に監督します。

※手続き完了後、約2週間で会員番号のお知らせと、シンフォニア最新号をお送り致します。

シンフォニア会員にご登録いただきますと、先行予約のご利用、シンフォニアのお届け、
メールマガジンの受け取り等お得な特典をご利用いただけます。ぜひご登録ください！

シンフォニア会員登録方法

ザ・シンフォニーホール ホームページ
http://www.symphonyhall.jp/ からご登録下さい。
▼ ハガキでのご登録

▼ ＷＥＢサイトからのご登録

※携帯端末のメールアドレスをご登録いただく場合、受信設定をしている方はメールが受信できない場合がございます。「@
symphonyhall.jp」をドメイン指定受信して下さい。指定方法はご利用の携帯電話会社にお問い合わせください。

携帯・スマートフォン
をご使用の方はこ
ちらからアクセスし
ていただけます。

登録費
年会費
 無料！

●先行予約：3月18日（木）10:00AM〜
※Sinfonia会員先行予約期間中は、電話・WEBのみのご予約となります。
※ザ・シンフォニー チケットセンター窓口、館内プレイガイドでの販売はございません。
※Sinfonia会員先行期間中にご予約されたチケットは、すべて郵送でのお届けとなります。
●電話：ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
（10：00～18：00 火曜定休）
●WEB：http://www.symphonyhall.jp/

3月のＳｉｎｆｏｎｉａ会員先行予約

手洗い・手指の消毒

こまめな手洗い、手指の消毒を
お願い致します。アルコール消毒
液がご利用頂けない方はご自身
で代替の除菌シート等をご準備
下さい

ご自席でのご鑑賞

他のお客様のお座席や、使用
していないお座席へのご移動
は、他のお客様のご迷惑となり
ますので、固くお断り致します

政府のガイドラインに沿った上記の感染予防対策にご協力頂けない方はご入場をお断り致します。予めご了承下さい。
お客様には、多 ご々不便をおかけ
することと存じますが、ご理解、ご
協力のほど、お願い申し上げます。

●新型コロナウイルス接触確認アプリ
（COCOA)

●大阪コロナ追跡システム

厚生労働省が提供している、新型コロナウイルス接触確
認アプリ（ＣＯＣＯＡ）のダウンロードにご協力をお願い致し
ます

ご来場の際に、館内に掲示しているポスターのQRコード
より、ご連絡先の登録をお願い致します。公演ごとに、ご
登録が必要です

iPhoneの
方はこちら
App Store

Androidの
方はこちら
Google Play

1月に発売を予定しておりましたザ・シンフォニーホール主催の下記4公演は、
1月14日からの大阪府への緊急事態宣言発出により販売を延期致しました。
ご予約のお問い合わせを頂いたお客様には、ご不便をおかけし、誠に申し訳
ございませんでした。
下記の4公演は3月18日（木）より先行予約、3月21日（日）より一般発売を
開始致します。詳しくは、中面ページをご確認頂けますよう、お願い申し上げ
ます。
6月12日（土）19:00開演 竹澤恭子＆江口 玲 デュオ・リサイタル
7月3日（土）19:00開演 美しき日本のうた 「夏」
7月31日（土）14:00開演 ライト・シンフォニックコンサート ～大人の贅沢～
7月31日（土）19:00開演 真夏のオルガンコンサート2021
なお、5月10日（月）に開催を予定しておりました「卒寿　外山雄三＆レジェン
ド」は、諸般の事情により公演を延期させて頂くことになりました。公演を楽
しみにお待ち頂いておりましたお客様には、心よりお詫び申し上げます。 
振替公演の詳細につきましては、決定次第改めて発表をさせて頂きます。
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チャイコ3連投！
 熱狂コンチェルト -2021-

[チェロ]伊藤悠貴　[ヴァイオリン]川久保賜紀　[ピアノ]上原彩子
[指揮]飯森範親　[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
-----------------------------------------------------------------------------
チャイコフスキー:ロココ風の主題による変奏曲 イ長調 op.33
チャイコフスキー:ヴァイオリン協奏曲 ニ長調 op.35
チャイコフスキー:ピアノ協奏曲 第1番 変ロ短調 op.23
-----------------------------------------------------------------------------
2021.8/21（土） 2:00PM
S 6,600円　A 5,500円　B 4,400円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

昨年、新型コロナウイルス感染症の影響で、ホール収容人数制限オーバーのため開催が叶わなかった
「チャイコ3連投！ 熱狂コンチェルト」。多くのお客様が心待ちにしてくださっていた本公演が再企画され、

開催日が決定しました。今号では、ソリストとして登場する3人のスペシャルインタビューをお届けします。

チャイコ3連投！ 熱狂コンチェルト -2021-Interview

1年越しの開催が決定！
チャイコフスキーの3大コンチェルトを一挙演奏

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

撮影：上田 愛／撮影協力：ヤマハアーティストサービス東京
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る
ん
で
す
。共
演
し

た
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
《
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ

タ
》は
、ピ
ア
ノ
が
主
導
権
を
握
っ
て
し

ま
い
が
ち
に
な
る
の
で
す
が
、
伊
藤
さ

ん
は
し
っ
か
り
と
リ
ー
ド
し
て
く
れ
ま

し
た
。

伊
藤
：
上
原
さ
ん
と
の
共
演
は
、リ
ハ
ー

サ
ル
よ
り
も
本
番
が
最
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

川
久
保
：
伊
藤
さ
ん
と
は
一
昨
年
に
現

代
曲
の
デ
ュ
オ
を
演
奏
し
た
の
で
す

が
、
と
て
も
温
か
い
音
で
心
地
良
い
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
い
ろ
ん
な
作

品
を
一
緒
に
弾
け
た
ら
い
い
な（
笑
）。

●
指
揮 

飯
森
範
親
、
日
本
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
交
響
楽
団
と
の
共
演

川
久
保
：
飯
森
さ
ん
と
は
以
前
か
ら
共

演
し
て
い
ま
す
。飯
森
さ
ん
も
日
本
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
も
と
て
も
素
晴

ら
し
い
の
で
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の

こ
の
作
品
を
一
緒
に
創
り
上
げ
る
の
を

時
間
を
お
客
さ
ま
と
シ
ェ
ア
で
き
る
の

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

川
久
保
：
伊
藤
さ
ん
が
言
っ
た
と
お
り
、

最
高
の
組
み
合
わ
せ
で
、
今
か
ら
８
月

ま
で
、私
た
ち
も
ス
テ
ッ
プ
・
バ
イ
・
ス

テ
ッ
プ
！
前
向
き
に
そ
こ
を
目
指
し

て
、
そ
し
て
皆
さ
ま
と
こ
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
楽
し
め
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

上
原
：
チ
ェ
ロ
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、ピ
ア

ノ
と
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
聴
く
こ
と
の

で
き
る
贅
沢
で
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
そ
れ
ま
で
に
、
安
心
し
て
過
ご
せ

る
日
常
が
戻
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
。

（
取
材
・
文　

道
下
京
子
）

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

上
原
：
私
は
10
代
の
頃
か
ら
飯
森
さ
ん

と
共
演
し
て
い
ま
す
が
、
共
演
の
た
び

に
音
楽
に
対
し
て
貪
欲
で
、
誠
実
に
向

き
合
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
を
感
じ
て

い
ま
す
。日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽

団
は
、私
の
音
を
と
て
も
よ
く
聴
い
て
、

音
の
受
け
渡
し
も
し
っ
か
り
し
て
く
れ

ま
す
。
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
で
も
、
室
内
楽

の
よ
う
な
親
密
に
受
け
継
ぐ
や
り
方
が

私
は
好
き
な
の
で
す
。

伊
藤
：
協
演
は
初
め
て
で
す
。以
前
に
コ

ン
サ
ー
ト
で
聴
い
た
飯
森
さ
ん
の
マ
ー

ラ
ー
に
は
、
熱
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
。《
ロ
コ
コ
風
の
主
題
に
よ
る
変
奏

曲
》は
〝
熱
い
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
〞と

い
う
よ
り
も
バ
レ
エ
の
よ
う
な
音
楽
な

の
で
、
一
緒
に
ど
の
よ
う
な
演
奏
が
で

き
る
の
か
、と
て
も
楽
し
み
で
す
ね
。

●
コ
ロ
ナ
禍
で
の
演
奏
活
動
に
つ
い
て

伊
藤
：
コ
ン
サ
ー
ト
へ
行
け
な
く
て

日
々
の
生
活
が
つ
ま
ら
な
く
な
っ
た
と

の
ま
わ
り
の
声
を
た
く
さ
ん
聞
き
、
こ

れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
取
り
組
む
こ
と
に
も
意
味
が
あ

る
の
だ
と
思
え
ま
し
た
。

川
久
保
：
ず
っ
と
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
け

な
い
し
、弾
け
な
い
し
、人
に
会
え
な
い

日
々
で
、
今
ま
で
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

ま
り
に
も
大
き
く
て
…
。久
し
ぶ
り
の

ホ
ー
ル
に
は
、
お
客
さ
ま
も
コ
ン
サ
ー

ト
に
た
ず
さ
わ
る
人
も
み
ん
な
い
ま
し

た
。音
楽
を
奏
で
、お
客
さ
ま
と
一
緒
に

過
ご
せ
る
時
間
を
と
て
も
あ
り
が
た
く

感
じ
ま
し
た
。

上
原
：
私
が
訪
れ
た
ホ
ー
ル
の
多
く
が
、

昨
年
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た

後
の
最
初
の
公
演
で
、
お
客
さ
ま
も
楽

し
み
に
聴
い
て
く
れ
て
い
る
の
が
い
つ

も
以
上
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

●
お
客
さ
ま
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

伊
藤
：
と
て
も
素
晴
ら
し
い
ホ
ー
ル
で
、

こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
方
た
ち
と
素
晴

ら
し
い
作
曲
家
の
、
素
晴
ら
し
い
作
品

を
…
…
こ
こ
ま
で
素
晴
ら
し
い
条
件

が
揃
う
こ
と
は
め
っ
た
に
な
く
、
僕
に

と
っ
て
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う

Interview
ヴァイオリン

川久保賜紀
チェロ

伊藤悠貴
ピアノ

上原彩子

先行予約：3/18（木）　一般発売：3/21（日）

23 SinfoniaSinfonia



す
。

堀
江
：
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
皆
さ
ん
色
々

と
試
行
錯
誤
を
さ
れ
な
が
ら
、
何
と
か
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
芸
術
の
灯
を
保
つ
努
力
を
さ
れ

て
い
る
の
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
、

じ
っ
く
り
大
勢
で
演
奏
会
を
楽
し
み
、
最
後

に
「
ブ
ラ
ボ
ー
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る
日
が
一

日
も
早
く
戻
っ
て
来
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。

小
田
：
今
は
演
奏
後
の
声
掛
け
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
し
、
終
演
後
の
楽
屋
口
で
の
出
待

ち
も
Ｎ
Ｇ
で
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
会
場
で

「
ブ
ラ
ボ
ー
」
と
書
い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ

て
下
さ
る
人
や
、
出
待
ち
で
も
離
れ
た
所
で

見
守
っ
て
下
さ
る
人
が
い
て
、お
客
様
も
色
々

と
考
え
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

二
宮
：
そ
う
で
す
ね
。中
止
に
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
は
返
金
の

対
象
で
し
た
が
、「
大
変
な
と
き
だ
か
ら
楽
団

の
為
に
役
立
て
て
下
さ
い
、返
金
は
い
り
ま
せ

ん
」と
書
い
て
チ
ケ
ッ
ト
を
送
っ
て
下
さ
っ
た

方
が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
と
き
に

は
ク
レ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
、こ
ん
な
時

期
に
応
援
し
て
下
さ
る
方
の
多
さ
に
涙
が
出

ま
し
た
。

な
っ
た
後
、
練
習
場
も
失
い
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。公
務
員

だ
っ
た
団
員
の
給
与
は
３
分
の
１
に
な
り
、

さ
ら
に
今
で
は
給
与
制
度
を
無
く
し
、
演
奏

会
ご
と
の
歩
合
制
で
演
奏
者
に
報
酬
を
支

払
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
し
た
が
、依
頼

公
演
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
学
校

公
演
や
青
少
年
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
こ

れ
ま
で
の
実
績
、
教
育
的
効
果
が
再
認
識
さ

れ
、
公
的
な
仕
事
も
徐
々
に
増
え
た
の
で
す
。

大
阪
メ
ト
ロ
が
練
習
場
を
提
供
し
て
く
れ
た

り
、
地
下
鉄
内
で
の
広
報
に
協
力
し
て
く
れ

た
り
と
、
間
も
な
く
１
０
０
周
年
を
迎
え
る

私
た
ち
の
存
在
意
義
を
認
め
て
下
さ
る
方
も

増
え
、
順
調
に
経
営
基
盤
を
築
き
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。
た
だ
昨
年
に
あ
た
っ
て
は
、依
頼
公

演
が
ほ
ぼ
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
…
…
演
奏

会
が
無
く
な
れ
ば
そ
の
ま
ま
団
員
の
報
酬
に

直
結
す
る
た
め
本
当
に
困
り
ま
し
た
。
で
も

他
の
団
体
や
楽
団
員
も
同
じ
思
い
だ
と
思
い

ま
す
が
、私
た
ち
は
既
に
多
く
の
も
の
を
失
っ

た
後
だ
っ
た
の
で
、
切
り
替
え
が
早
い
人
も

い
て
、
４
月
に
は
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て「
ど
ん
な

こ
と
が
で
き
ん
ね
ん
」
と
会
議
を
始
め
る
団

員
も
い
て
、（
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
？
と
）色
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て
き
た
の

も
事
実
で
す
。

堀
江
：
実
際
に
演
奏
が
出
来
な
い
間
、又
、今

も
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
本
当
に
演
奏
会
が
少

な
い
と
思
う
の
で
す
が
、皆
さ
ん
ど
の
よ
う
に

過
ご
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

石
井
：
皆
が
そ
れ
ぞ
れ
音
楽
の
大
切
さ「
音
楽

の
力
」
を
コ
ロ
ナ
禍
で
も
伝
え
続
け
る
努
力

を
し
て
い
ま
す
。自
分
の
演
奏
や
練
習
方
法

る
朝
日
放
送
テ
レ
ビ
の
堀
江
政
生
氏
の
司
会

の
も
と
座
談
会
が
ス
タ
ー
ト
。
そ
こ
で
語
ら

れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
と
は
。

　

参
加
者
は
大
阪
交
響
楽
団 

楽
団
長 

二
宮

光
由
、
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団 

事
業

部
長
兼
営
業
戦
略
室
長 

小
田
弦
也
、
オ
オ
サ

カ
・
シ
オ
ン
・
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

理

事
長 

石
井
徹
哉
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

取
締
役
Ｇ
．Ｍ
／
音
楽
総
監
督 

喜
多
弘
悦
。

大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
、
関
西

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
代
表
者
は

こ
の
日
は
本
番
が
あ
り
参
加
が
叶
わ
な
か
っ

た
た
め
、文
章
に
よ
り
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

＊
＊
＊

喜
多
：
お
忙
し
い
中
、急
な
呼
び
か
け
に
も
関

わ
ら
ず
集
ま
っ
て
下
さ
っ
た
事
に
感
謝
し
ま

す
。
コ
ロ
ナ
が
続
き
１
年
。
２
度
目
の
緊
急

事
態
宣
言
の
発
令
を
受
け
て
い
る
今
、
こ
の

１
年
を
振
り
返
り
、
私
た
ち
音
楽
界
が
何
を

考
え
、こ
の
先
ど
う
し
て
い
く
の
か
。
是
非
こ

の
機
会
に
、シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
の
読
者
の
皆
様
に

思
い
を
伝
え
た
い
と
思
い
立
ち
、こ
れ
を
企
画

し
ま
し
た
。

堀
江
：
最
初
に
聞
き
た
い
の
は「
も
し
コ
ロ
ナ

が
な
け
れ
ば
」ど
ん
な
１
年
と
な
る
予
定
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

二
宮
：
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
運
営
は
、主
催
者
か

ら
ご
依
頼
を
受
け
て
演
奏
料
を
頂
く
依
頼

公
演
収
入
と
寄
付
金
が
主
な
収
入
源
で
す
。

日
本
の
殆
ど
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
年
間
の
運

営
費
用
の
約
50
％
を
演
奏
料
の
収
入
で
賄

い
、残
り
を
補
助
金
・
寄
付
金
で
賄
っ
て
い
ま

す
が
、
大
阪
は
行
政
補
助
が
全
国
で
極
め
て

低
く
、
運
営
費
の
約
75
％
程
を
演
奏
収
入
で

　

２
０
１
９
年
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス「
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
‐
19 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

の
初
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
中
国
武
漢
の
悲

惨
な
映
像
が
世
界
中
に
拡
散
さ
れ
た
後
、
つ

い
に
国
内
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
。
そ
の

後
２
月
26
日
、
全
国
に
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
要

請
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
粛
要
請
期
間
は
た
っ
た
の
２
週
間
。
そ

れ
で
も
当
時
は
年
度
末
を
控
え
、
12
月
に
続

き
１
年
で
最
も
イ
ベ
ン
ト
が
立
て
込
む
時
期

で
、
こ
の
２
週
間
が
も
た
ら
す
甚
大
な
被
害

と
影
響
に
芸
術
関
係
者
は
絶
望
を
覚
え
た
と

言
い
ま
す
。
２
週
間
の
自
粛
要
請
は
更
新
さ

れ
続
け
、
そ
の
後「
緊
急
事
態
宣
言
」の
発
出

へ
。
そ
し
て
３
カ
月
以
上
が
過
ぎ
た
６
月
20

日
に
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ

（
以
下 

Ｔ
Ｓ
Ｈ
）で
、
国
内
初
と
な
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
演
奏
会
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
者
は
先
の
見
え
な
い
苦
悩
の
中
、
久

し
ぶ
り
の
舞
台
に
多
く
が
感
涙
し
、
そ
の
感

動
の
輪
は
観
客
と
一
体
と
な
っ
て
ホ
ー
ル
全

体
に
広
が
り
、そ
の
模
様
は
各
メ
デ
ィ
ア
に
報

道
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
コ
ロ
ナ
が
終
息
す
る
様
子
は
な

く
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
と
な
り
、毎
年
恒

例
の
12
月
の
〝
第
九
〞の
演
奏
会
は
ほ
ぼ
全

滅
。
２
０
２
０
年
度
末
も
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い

の
中
で
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
関
西
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
界
は
危
機

的
状
況
に
あ
り
ま
す
。演
奏
団
体
、
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
、個
々
の
演
奏
者
や
芸
術
家
は
こ
の

１
年
を
ど
う
生
き
抜
き
、何
を
考
え
、ど
ん
な

未
来
を
見
据
え
て
い
る
の
か
。
２
月
初
旬
に

各
団
体
の
代
表
者
が
Ｔ
Ｓ
Ｈ
に
急
遽
集
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
に
連
載
を
持

ち
、
現
在
は
大
阪
府
庁
担
当
の
記
者
も
務
め

コロナ危機が1年を超える今、オーケストラは？ 吹奏楽団は？
関西音楽芸術の今と未来を語る特別企画！！
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朝日放送テレビ
アナウンサー

堀江政生

大阪交響楽団
楽団長

二宮光由

日本センチュリー交響楽団
事業部長兼営業戦略室長

小田弦也

オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラ
理事長／楽団長

石井徹哉

ザ・シンフォニーホール
取締役・ゼネラルマネージャー／

音楽総監督

喜多弘悦

賄
っ
て
い
ま
す
。補
助
金
が
少
な
い
分
、
全
国

で
最
も
自
立
度
が
高
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、我
々
大

阪
交
響
楽
団
は
２
０
１
８
年
度
に
赤
字
計
上

か
ら
徹
底
し
た
改
革
に
取
り
組
み
、２
０
１
９

年
度
は
Ｖ
字
回
復
を
遂
げ
る
べ
く
努
力
を
重

ね
、
コ
ロ
ナ
発
生
直
前
ま
で
黒
字
復
活
が
確

定
的
で
し
た
。特
に
３
月
は
多
く
の
依
頼
公

演
を
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
、そ
れ
が
一
気
に

な
く
な
り
、
２
年
連
続
の
赤
字
を
計
上
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

小
田：
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
は
コ
ロ

ナ
禍
に
な
る
前
か
ら
経
営
改
革
が
喫
緊
の
課

題
で
し
た
。
も
と
も
と
大
阪
府
の
公
立
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
だ
っ
た
経
緯
も
あ
り
、メ
イ
ン
ス
ポ

ン
サ
ー
を
持
っ
て
い
な
い
状
況
で
、特
定
基
金

と
い
う
僅
か
な
蓄
え
を
切
り
崩
し
な
が
ら
の

運
営
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
将
来
を
見
据
え

た
改
革
を
行
い
、
営
業
力
を
強
化
し
た
結
果
、

依
頼
公
演
が
増
え
、
や
っ
と
未
来
が
見
え
て

き
た
矢
先
で
し
た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
で
演

奏
会
が
80
％
ほ
ど
消
失
し
、
２
０
２
１
年
度

も
今
の
と
こ
ろ
以
前
の
半
分
程
度
し
か
決
定

し
て
い
ま
せ
ん
。

石
井
：
大
阪
シ
オ
ン
も
、も
と
も
と
大
阪
市
の

公
営
吹
奏
楽
団
で
し
た
が
、
市
営
で
は
な
く

公
演
自
粛
に
よ
る
大
幅
な
収
入
減
少

を
配
信
し
た
り
、コ
ロ
ナ
で
行
き
場
を
失
っ
た

子
供
た
ち
に
音
楽
を
届
け
た
り
。
ま
た
、
基

礎
練
習
を
し
っ
か
り
や
っ
て
自
分
磨
き
に
専

念
し
た
り
。

二
宮
：
そ
れ
は
う
ち
の
団
員
も
同
じ
で
し
た

ね
。日
頃
は
色
々
と
ぶ
つ
か
る
事
も
あ
り
ま
す

が
、み
ん
な
や
っ
ぱ
り
音
楽
が
好
き
な
の
だ
！

と
い
う
事
を
自
覚
し
た
１
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。

小
田
：
私
た
ち
は
６
月
に
日
本
で
初
め
て
演

奏
会
を
再
開
で
き
た
幸
運
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

で
す
。
そ
の
時
演
奏
会
の
大
切
さ
を
団
員
た

ち
は
誰
よ
り
も
感
じ
、
舞
台
上
で
涙
を
流
す

奏
者
も
い
ま
し
た
。
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
も

関
わ
ら
ず
来
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
さ
ま
、
人

数
制
限
が
あ
る
た
め
、い
つ
も
よ
り
は
る
か
に

少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、舞
台
袖
で
聞
こ
え
た

拍
手
は
満
席
の
時
と
変
わ
ら
な
い
程
で
感
動

し
ま
し
た
。皆
さ
ん
が
音
楽
で
癒
さ
れ
る
よ

う
に
、私
は
あ
の
拍
手
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。

堀
江
：
３
月
の
自
粛
要
請
か
ら
、演
奏
団
体
と

は
違
っ
て
、ホ
ー
ル
と
い
う
立
場
で
は
ど
の
よ

う
な
事
を
考
え
て
行
動
し
て
こ
ら
れ
た
の
で

す
か
？

喜
多
：
私
た
ち
は
日
本
初
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
専
用
ホ
ー
ル
を
運
営
し
て
お
り
、
今
日
だ

け
で
は
な
く
、
未
来
も
と
い
う
矜
持
を
持
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
ホ
ー
ル
の
未
来
を
守
る
た

め
に
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
た
時
に
答
え

は
す
ぐ
に
出
ま
し
た
。
ま
ず
は
こ
の
ホ
ー
ル

か
ら
感
染
者
を
出
さ
な
い
最
大
限
の
努
力
を

す
る
。万
全
の
感
染
対
策
を
練
り
、
講
じ
、
学

ぶ
。
そ
し
て
い
つ
で
も
実
践
で
き
る
よ
う
研

修
を
積
む
。経
営
だ
け
を
考
え
れ
ば
完
全
休

業
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
は
演
奏
団
体
が
演
奏
で
き
る
場
所
を

失
い
、
さ
ら
に
窮
地
に
陥
る
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
。
ま
た
、演
奏
会
を
支
え
て
く
れ
て
い

る
多
く
の
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
が
仕
事
を

失
っ
て
し
ま
う
。
ホ
ー
ル
は
最
後
の
陸
の
灯

台
な
の
で
、こ
こ
は
あ
か
り
を
灯
し
続
け
よ
う

と
。
そ
し
て
我
々
の
グ
ル
ー
プ
代
表
は
日
頃

か
ら
、「
人
は
未
来
を
創
る
大
切
な
宝
、
人
件

費
は
経
費
で
は
な
く
資
産
と
捉
え
よ
」
と
指

導
さ
れ
て
き
ま
し
た
か
ら
、従
業
員
を
一
人
も

解
雇
し
な
い
方
法
を
決
め
ま
し
た
。今
年
は

大
赤
字
を
覚
悟
し
て
、
未
来
へ
の
準
備
を
し

よ
う
と
。
そ
し
て
中
止・
延
期
に
よ
り
発
生
し

た
３
万
件
に
上
る
チ
ケ
ッ
ト
代
の
返
金
に
全

員
総
出
で
取
り
掛
か
り
、
そ
の
事
で
雇
用
を

守
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
館
内
の
機
材
、
機
構

を
見
直
し
、
緊
急
に
工
事
を
進
め
ま
し
た
。開

演
前
の
完
全
な
除
菌
、
公
演
中
も
10
分
で
全

て
の
空
気
が
入
れ
替
わ
る
換
気
、
人
の
吐
い

た
空
気
の
除
去
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
低
減
、

そ
し
て
そ
の
中
で
も
最
良
の
演
奏
空
間
を
保

つ
た
め
に
、室
温
23
℃
、湿
度
45
％
を
常
に
保

て
る
状
態
を
構
築
し
、
安
心
し
て
演
奏
で
き

る
、
聴
け
る
空
間
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。演
奏

会
が
徐
々
に
始
ま
り
、
こ
ん
な
時
期
だ
か
ら

こ
そ
、
特
に
大
切
な「
心
の
癒
し
」の
空
間
を

演
奏
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
作
り
上
げ
て
い
ま

コ
ロ
ナ
禍
に
見
え
た
わ
ず
か
な
光

コ
ロ
ナ
後
の
新
た
な
課
題
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With Corona -----------------------------------------------------------------------------------
　関西フィルは昨年6月、緊急事態宣言が解除された事を受け、楽団主催公演を再
開しました。開催決定に先立って、練習場にオーケストラのメンバーが集まり、ソーシャ
ルディスタンスを意識した楽器配置などを検証するリハーサルを行いました。結果、6
月の定期演奏会は弦楽器6型で行う事に。曲目も予定していたブラームスの「ハイドン
の主題による変奏曲」と交響曲第2番を、モーツァルトの交響曲第29番とシューベルト
の交響曲第5番に変更しました。また、出演者・スタッフの体調チェックに万全を期し、
奏者は可能な限り本番でもマスクを着用。管楽器を吹く際に生じる唾（水分）は、使い
捨ての吸収の良い紙等で処理など、ガイドラインを遵守した上でザ・シンフォニーホー
ルさんのご協力を頂いて開催しました。
　その後、管楽器の飛沫の問題など、科学的な検証結果に基づくガイドラインに徐々
に改定され、このガイドラインに基づくことで、ある程度の「安全」は確保できるように
なってきました。しかし、奏者が「安心」して演奏できる、お客様が「安心」して聴ける
ことを追求することが何より求められることと感じています。
　多くの公演が中止・延期となり、経営的にも相当なダメージを受けることとなりまし
たが、楽団に対するご寄付とクラウドファンディングへのご協力を想像以上に寄せて
頂き、こんなに関西フィルは皆様に愛されていたのかと思いを新たにしました。2020
年、楽団創立50周年の記念の年でしたが、皆様の温かさに触れ、これからも益々
しっかりと自分たちの演奏でお返ししたいと思っています。
After Corona -----------------------------------------------------------------------------------
　コロナ禍の影響もあり、練習拠点をこれまでの弁天町から門真市に移転すること
となりました。楽団創立50年を経て練習環境も変わり、またアフターコロナを見据えて
新たなスタートを切りたいと思います。関西フィルならではの個性的な公演をお届けし
てまいります。
公益財団法人 関西フィルハーモニー管弦楽団 楽団長 手塚裕之

　大阪フィルはこのコロナ禍で約50公演が中止となり３億円近い損失をこう
むりました。そのため雇用調整助成金の活用や金融機関からの借り入れな
どで何とか補填しましたが、財政的には来年度から大変厳しい状況に陥り
ます。メンバーも昨年３月の定期演奏会を無観客で演奏した後、６月下旬ま
で丸３ヶ月間活動が休止し、かつて経験した事のない不安な日 を々過ごしま
した。しかし活動再開のために企画した会員様限定のコンサートでは、一人
ひとりが改めてお客様の前で演奏できる喜びを感じ、初心に帰って懸命に
演奏しました。その姿は今も目に焼き付いています。そしてその後の６月定期
を皮切りに、徐 に々一般のコンサートが再開していく中で、私たちが最も大切
にし、努力して来たことは「コロナを言い訳にして演奏のクオリティを決して
下げない」ということでした。
　当然のことながら、団内で集団感染を起こさないよう徹底した感染予防
対策を講じ、マスクを着用してソーシャルディスタンスを確保し演奏を行って
来ましたが、楽団員にとってはアンサンブルする上で大変な負担となります。
しかしそれでも曲目を極力変更せず弦楽器の編成も減らさずに、お客様の
期待に応えられる演奏を目指してきました。
　それはコロナで世の中が苦しい時だからこそ、お客様には私たちの演奏
で元気になって欲しい、それが私たちの存在価値であり、また次の演奏会
に足を運ぼうという気持ちにつながると思うからです。今こそ音楽の力、芸術
の力が試される時だということを肝に銘じ、これからも一つひとつの演奏会
に全力で取り組んでいきたいと思います。

公益社団法人 大阪フィルハーモニー交響楽団
事務局次長 兼 演奏事業部長
福山 修

from 関西フィルハーモニー管弦楽団 from 大阪フィルハーモニー交響楽団

堀
江
：
イ
ベ
ン
ト
開
催
制
限
に
関
す
る
情
報

が
錯
綜
し
、現
場
で
は
混
乱
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、こ
う
し
た
素
敵
な
話
こ
そ
も
っ
と
広

が
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
さ
て
、オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
を
見
据
え
て
、今

を
乗
り
切
る
た
め
に
色
々
な
事
を
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
頂
け
ま

す
か
？

小
田
：
今
を
前
向
き
に
捉
え
る
た
め
に
、「
演

奏
会
が
無
い
」で
は
な
く
て
、「
こ
の
時
間
を
有

効
に
活
用
し
よ
う
」
と
考
え
て
い
ま
す
。日
本

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
に
は
次
世
代
の
音
楽
家
育
成

の
た
め
の
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
い
う
事

業
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、う
ち
の
ユ
ー

ス
か
ら
多
く
の
プ
ロ
の
演
奏
家
を
輩
出
し
て

来
ま
し
た
。将
来
は
こ
の
ユ
ー
ス
と
メ
イ
ン

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
コ
ン
サ
ー

ト
が
で
き
る
位
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。直
近
で
は
経
営
課
題
も
あ
り
ま
す
の

で
、ま
ず
は
今
を
乗
り
切
る
た
め
に
、ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
始
め
て
い
ま
す
。多
く

の
皆
さ
ん
か
ら
の
支
援
が
大
阪
の
音
楽
文
化

を
守
り
ま
す
。是
非
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

二
宮
：
同
じ
く
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
後
発
で
す
が
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
と
、

２
０
２
２
年
に
40
周
年
を
迎
え
る
Ｔ
Ｓ
Ｈ
と

関
西
４
オ
ケ
と
の
歴
史
を
物
語
る
記
念
演
奏

会
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
て
い
ま
す
。
そ

し
て
こ
れ
ま
で
色
々
と
Ｔ
Ｓ
Ｈ
と
共
に
企
画

し
て
来
た
多
く
の
取
り
組
み
を
更
に
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
、フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
に
お

届
け
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

石
井
：
日
本
の
吹
奏
楽
は
高
校
生
ま
で
は
世

界
一
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
盛
ん
な
の
で
す
が
、

何
故
か
プ
ロ
の
吹
奏
楽
団
を
〝
聴
く
〞と
い
う

こ
と
が
あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

も
と
も
と
吹
奏
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て

い
る
愛
好
家
の
方
々
、
元
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の

方
々
が
多
く
を
占
め
て
き
た
こ
の
業
界
の
知

名
度
を
も
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。演
奏

す
る
事
は
も
ち
ろ
ん
、聴
い
て
楽
し
ん
で
く
だ

さ
る
方
々
を
更
に
増
や
し
て
い
く
努
力
を
よ

り
一
層
し
て
い
き
ま
す
。今
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
一

人
ひ
と
り
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
多

く
の
人
た
ち
と
交
流
し
、コ
ロ
ナ
終
息
後
は
一

緒
に
演
奏
活
動
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
も
復
活
さ

せ
て
、演
奏
会
に
足
を
運
ん
で
下
さ
る
フ
ァ
ン

を
増
や
し
た
い
で
す
。

堀
江
：
そ
れ
ぞ
れ
の
演
奏
団
体
の
思
い
を
受

け
て
、Ｔ
Ｓ
Ｈ
で
は
40
周
年
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
事
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
か
？

喜
多
：
も
ち
ろ
ん
、在
阪
の
４
つ
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
最
重
要
課

題
で
す
。
そ
こ
に
如
何
に
シ
オ
ン
と
い
う
吹

奏
楽
団
を
取
り
込
む
の
か
も
課
題
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。又
、
演
奏
団
体
だ
け
で
は
な
く
、

ソ
リ
ス
ト
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。今
は
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
た
演
奏
家
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
多
い
で
す
が
、大
阪
で
地
道
に

頑
張
っ
て
い
る
人
を
捉
え
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
新
進
気
鋭
の
若
手
の
発
掘
、
育
成

も
重
要
な
課
題
で
す
。今
後
は
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア

も
更
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
し
て
、当
館
だ

け
で
な
く
大
阪
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
情
報
誌

と
し
て
演
奏
会
の
ほ
か
に
も
色
々
な
若
手
の

活
動
も
取
り
上
げ
て
、
読
者
と
演
奏
者
の
架

け
橋
に
な
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊

　

座
談
会
は
２
時
間
半
に
も
及
び
ま
し
た
。

お
読
み
い
た
だ
い
て
感
じ
取
っ
て
く
だ
さ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
「
大
変
だ
！
ど
う
し
よ
う
」

と
困
惑
し
て
い
る
段
階
は
と
う
に
終
わ
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
乗
り
切
る
た
め
の
方

策
を
考
え
、
準
備
し
、
進
め
て
い
ま
す
。先
が

見
え
な
い
か
ら
不
安
な
の
は
み
な
同
じ
。
だ

か
ら
こ
そ
積
極
的
に
、
能
動
的
に
今
を
動
か

し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
熱
い
議
論

は
頼
も
し
く
さ
え
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
団

員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
動
い

て
い
る
と
い
う
嬉
し
い
話
も
聴
け
ま
し
た
。

　
「
関
西
の
音
楽
文
化
を
守
る
」
と
い
う
命
題

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
上
で「
新
し
い
文

化
を
築
く
」。

　

各
団
体
と
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が
手

を
携
え
て
、大
き
な
目
標
を
立
て
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。

S i n f o n i a座談会企画 With Corona After Corona
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ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
渾
身
の

シ
リ
ー
ズ
が
新
た
に
始
動
！ 

海
外
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
公
演
が
な
か
な
か
実
現
し

な
い
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
日

本
国
内
に
は
素
晴
ら
し
い
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
改
め
て
皆

様
に
ご
紹
介
し
た
い
。
そ
ん
な
想
い
を

込
め
て
企
画
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
「
日

本
の
底
力
シ
リ
ー
ズ
」
だ
。
そ
の
記
念

す
べ
き
第
１
弾
が
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
の
竹
澤
恭
子
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
江
口

玲
に
よ
る
デ
ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ
ル
。

　

竹
澤
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
、
長
年
に

渡
り
国
際
的
に
活
躍
す
る
名
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
。
10
代
か
ら
頭
角
を
現
し
、

１
９
８
６
年
に
難
関
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ

ポ
リ
ス
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
優

勝
。
そ
の
後
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・フ
ィ
ル
、

ボ
ス
ト
ン
響
、シ
カ
ゴ
響
、ラ
イ
プ
ツ
ィ

ヒ
・
ゲ
ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
管
、
ロ
イ
ヤ

ル
・
コ
ン
セ
ル
ト
へ
ボ
ウ
管
、
バ
イ
エ

ル
ン
放
送
響
と
い
っ
た
世
界
有
数
の
楽

[ヴァイオリン]竹澤恭子　[ピアノ]江口 玲
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ベートーヴェン:ヴァイオリン・ソナタ 第5番 ヘ長調 op.24

「春」／第7番 ハ短調 op.30-2／第9番 イ長調 op.47「ク
ロイツェル」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.6/12（土） 7:00PM
全席指定 5,500円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

日本の底力シリーズVol.1 竹澤恭子＆江口 玲 デュオ・リサイタルReview

日本の底力シリーズVol.1 

Kyoko Takezawa
&
Akira Eguchi
Duo Recital

竹澤恭子＆江口 玲
デュオ・リサイタル

30年来の
盟友だからこそ
成せる
最強の
アンサンブル

長
年
の
共
演
と
鍛
錬
を
経
た

２
人
の「
日
本
の
底
力
」

©堀田力丸©松永 学

団
と
多
く
の
共
演
を
重
ね
、
他
に
も

ソ
ロ
、
デ
ュ
オ
、
室
内
楽
、
そ
し
て
近

年
で
は
教
育
活
動
と
、
キ
ャ
リ
ア
は
枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
２
０
１
８
年
に

デ
ビ
ュ
ー
30
周
年
を
迎
え
た
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
パ
ワ
フ
ル
か
つ
知
的
な
妙
技

は
、
今
ま
さ
に
絶
頂
に
あ
る
と
言
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
江
口 

玲
は
、
世
界
的
な
弦

楽
器
奏
者
た
ち
と
星
の
数
ほ
ど
共
演
を

重
ね
て
き
た
日
本
最
高
峰
の
コ
ン
サ
ー

ト
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
だ
。
ソ
リ
ス
ト
、
室

内
楽
奏
者
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
、
そ
し

て
伴
奏
者
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
演
奏
に

訪
れ
た
国
は
25
か
国
に
及
び
、「
非
凡

な
る
芸
術
性
、
円
熟
、
知
性
」「
流
暢

か
つ
清
廉
な
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
」（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
）
と
称
賛
さ
れ

て
き
た
。

　

竹
澤
と
江
口
は
共
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
学
び
、
最
初
の
共
演
か
ら
30
年
以
上

と
い
う
旧
知
の
仲
。
本
誌
前
号
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
は
江
口
は
竹
澤
に
つ
い
て
、

「
一
緒
に
弾
い
て
い
て
こ
ん
な
に
楽
し
い

相
手
は
い
な
い
」
と
語
っ
て
い
た
ほ
ど

相
性
も
抜
群
だ
。

　

そ
し
て
今
回
お
贈
り
す
る
の
が
、
楽

聖
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
残
し
た
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
5
番
「
春
」、
第

７
番
、
第
９
番
「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
」
と

い
う
王
道
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　

明
る
く
幸
福
な
曲
想
が
、
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
る
６
月
の
梅
雨
空
の
憂

鬱
を
颯
爽
と
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
る
に

違
い
な
い
「
春
」。
難
聴
に
苦
し
ん
で

自
殺
ま
で
考
え
た
「
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ

タ
ッ
ト
の
遺
書
」
事
件
の
後
、先
達
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
影
響
を
脱
し
、
独
自
の
境

地
を
築
き
始
め
て
い
く
頃
に
書
か
れ
た

第
７
番
。
作
曲
者
の
最
高
傑
作
の
ひ
と

つ
で
、
王
者
の
風
格
漂
う
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
と
ピ
ア
ノ
が
対
等
に
堂
々
と
渡
り
合

う
「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
」。

　

竹
澤
と
江
口
は
約
14
年
前
に
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ

タ
全
曲
演
奏
を
成
し
遂
げ
て
い
る
が
、

昨
年
が
作
曲
者
の
生
誕
２
５
０
周
年
と

い
う
こ
と
で
、
改
め
て
取
り
組
む
こ
と

が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
３
曲
。

そ
う
し
た
長
年
の
共
演
と
鍛
錬
を
経
た

２
人
の
「
日
本
の
底
力
」
に
よ
っ
て
、

未
踏
の
最
高
峰
が
間
も
な
く
現
れ
よ
う

と
し
て
い
る
!!

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

先行予約：3/18（木）　一般発売：3/21（日）
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忙
し
い
現
代
人
が
、
良
質
の
音
楽
に

身
を
委
ね
て
優
雅
で
贅
沢
な
と
っ
て
お

き
の
時
間
を
過
ご
す
…
…
。
そ
ん
な
コ

ン
セ
プ
ト
が
支
持
を
集
め
て
き
た
「
ラ

イ
ト
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」

シ
リ
ー
ズ
。
２
０
１
７
年
以
来
、
豪
華

ソ
リ
ス
ト
を
招
い
て
き
た
が
、
今
回
は

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
界
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
岡

幸
二
郎
が
、
シ
リ
ー
ズ
初
登
場
す
る
。

　

端
正
な
容
姿
と
甘
く
深
み
の
あ
る
美

声
で
劇
団
四
季
を
は
じ
め
、
数
々
の
名

舞
台
で
フ
ァ
ン
を
沸
か
せ
て
き
た
岡
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、『
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
』

よ
り
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
オ
ブ
・
ザ
・

ナ
イ
ト
」、『
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
物
語
』

よ
り
「
マ
リ
ア
」 

、『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』

[指揮]太田 弦　[ゲスト]岡 幸二郎　[管弦楽]大阪交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

『ウエスト・サイド物語』より「マリア」／『マイ・フェア・レディ』より「君住む街」／
『エリザベート』より「私だけに」／『ノートルダムの鐘』より「僕の願い」／『美
女と野獣』より「愛せぬならば」／『ミス・サイゴン』より「命をあげよう」／『ジキ
ル＆ハイド』より「ディス・イズ・ザ・モーメント」／『レ・ミゼラブル』より「夢やぶれ
て」／『オペラ座の怪人』より「ミュージック・オブ・ザ・ナイト」  ほか
---- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.7/31（土） 2:00PM
S 6,000円　A 5,000円　プラチナ 8,000円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール／公益社団法人大阪交響楽団

大人たちの特別な時間は
“あの名曲”とともに――
ミュージカルスターとオーケストラの饗宴

Kojiro Oka
岡 幸二郎

ライト・シンフォニックコンサート ～大人の贅沢～Interview

ライト・シンフォニック
コンサート
～大人の贅沢～

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

ど
の
よ
う
な
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
に

な
る
の
か
、と
て
も
楽
し
み

よ
り
「
夢
や
ぶ
れ
て
」
な
ど
名
曲
揃
い

だ
。

　
「
私
に
と
っ
て
想
い
出
深
い
楽
曲
た

ち
で
す
。
そ
の
中
で
も
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ

ブ
ル
』
は
17
年
に
渡
り
携
わ
っ
た
作
品

で
す
か
ら
、
真
っ
先
に
皆
様
に
聞
い
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
」

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
初
登
場

は
昨
年
９
月
。

　
「
大
阪
は
大
好
き
な
場
所
で
す
。
大

阪
の
お
客
様
は
、
良
し
悪
し
を
は
っ
き

り
お
っ
し
ゃ
る
方
々
が
多
く
、
純
粋
に

音
楽
を
楽
し
も
う
と
な
さ
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
ね
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
は
『
気
持
ち
が
い
い
ホ
ー
ル
』
で
す
。

楽
屋
入
口
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
客
席

の
洗
面
所
や
私
た
ち
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
楽
屋
、
出
番
前

の
ス
ペ
ー
ス
ま
で
細
部
に
渡
り
気
配
り

と
気
遣
い
が
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ル
の
方

が
書
か
れ
た
手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

と
て
も
印
象
的
で
、
温
か
い
気
持
ち
に

な
り
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

　

共
演
は
大
阪
交
響
楽
団
と
同
団
正

指
揮
者
の
太
田
弦
。
太
田
は
１
９
９
４

年
生
ま
れ
の
ま
さ
に
新
鋭
だ
が
、
既
に

数
々
の
公
演
で
の
指
揮
ぶ
り
が
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
未
来
の
巨
匠
。　
　

　
「
初
め
て
一
緒
に
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ど
ん
な
音
が
奏
で
ら
れ
る
の

か
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
マ
エ
ス
ト
ロ
の

音
楽
と
自
分
の
音
楽
、
そ
し
て
お
客
様

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
客
席
の
空
間
と
が
ど

の
よ
う
な
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
に
な
る
の
か
、

今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
で
す
」

　

自
身
の
公
式
ブ
ロ
グ
で
は
洒
脱
に

和
装
を
着
こ
な
し
て
い
る
の
が
印
象
的

だ
っ
た
が
、
日
本
的
な
も
の
へ
の
関
心

は
幼
い
頃
か
ら
だ
と
い
う
。

　
「
母
方
の
祖
父
が
刀
鍛
冶
だ
っ
た
り
、

父
方
の
祖
父
が
歌
と
詩
吟
を
教
え
て
い

た
り
。
和
的
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
き
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

東
西
の
文
化
に
精
通
し
て
い
る
岡
が

贈
る
贅
沢
な
ひ
と
と
き
。

　
「
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
生

の
音
楽
に
触
れ
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
改
め
て
音
楽
、
そ

し
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
い
い
も
の
だ
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
素
敵
な
時

間
を
共
有
し
た
い
で
す
ね
」

（
文　

伊
藤
制
子
）

Interview

先行予約：3/18（木）　一般発売：3/21（日）
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２
０
１
６
年
に
始
ま
っ
た
「
美
し
き

日
本
の
う
た
」
は
、
秋
の
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
で
、
今

年
は
シ
リ
ー
ズ
初
と
な
る
春
の
公
演
も

行
な
わ
れ
た
。
そ
の
季
節
の
日
本
の
美

し
い
風
景
を
彩
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
と
も

に
、
日
本
を
代
表
す
る
今
が
旬
の
歌

手
に
よ
る
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
歌
声
で
、

多
く
の
人
を
魅
了
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
新
た
に
夏
の
公
演
も
決
ま

り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
の
藤
木
大
地

が
初
め
て
登
場
す
る
。
日
本
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
声
楽
部
門
で
は
カ
ウ
ン
タ
ー
テ

ナ
ー
で
初
め
て
優
勝
、
２
０
１
７
年
に

は
東
洋
人
初
の
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
と

し
て
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
デ
ビ
ュ
ー

を
飾
り
、
国
内
外
の
オ
ペ
ラ
の
舞
台
で

活
躍
し
続
け
る
。

　

藤
木
は
中
学
時
代
か
ら
合
唱
部
に
所

属
。
う
た
と
と
も
に
青
春
を
謳
歌
し
た
。

　
「
中
学
の
合
唱
部
で
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
放
課
後
み
ん
な
で
練
習

し
て
、
全
国
制
覇
す
る
ぞ
と
円
陣
を
組

ん
で
大
会
に
挑
み
ま
し
た
が
、
優
勝
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
会
場
で
泣
き
ま
し

た
。
み
ん
な
で
歌
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

楽
し
か
っ
た
け
ど
、大
会
で
勝
ち
た
か
っ

た
。
甲
子
園
で
の
優
勝
を
目
指
す
よ
う

な
競
技
と
し
て
、
合
唱
を
と
ら
え
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

の
人
々
が
ど
こ
か
で
聴
い
た
こ
と
の
あ

[カウンターテナー]藤木大地
[ピアノ]松本和将
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

2021.7/3（土） 7:00PM
全席指定 4,400円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

美しき日本のうた「夏」Interview

美しき
日本のうた
「夏」

何気なく耳にしていた
日本のうたの美しさを
新しく発見できる機会になれば嬉しい

カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー 

藤
木
大
地

日
本
の
う
た
は
、私
の
心
の

奥
底
に
直
結
し
て
い
る

る
懐
か
し
い
日
本
の
う
た
が
並
ぶ
。

　
「
唱
歌
や
童
謡
に
は
、
現
代
人
に
は

理
解
し
づ
ら
い
当
時
の
言
葉
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
逆
に
考

え
る
と
、
現
代
人
が
自
分
た
ち
の
言
葉

の
ル
ー
ツ
に
触
れ
る
に
は
、
そ
の
よ
う

な
う
た
を
聴
く
か
、
昔
の
書
物
を
読

む
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
よ
う
な

言
葉
が
、
原
典
的
で
聴
き
や
す
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
で
歌
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
風
景

の
見
え
る
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
の
よ
う
な

ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
す
」

　

ピ
ア
ノ
の
松
本
和
将
と
は
、
こ
れ
ま

で
何
度
も
共
演
し
て
き
た
。

　
「
大
学
入
学
直
後
か
ら
の
友
だ
ち
で
、

音
楽
家
と
し
て
は
一
番
付
き
合
い
の
長

い
仲
間
で
す
。
彼
は
僕
の
歌
手
と
し
て

の
歴
史
の
ほ
と
ん
ど
を
知
っ
て
い
て
、

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
と
き
に
も
率

直
な
意
見
を
言
っ
て
く
れ
た
人
で
す
」

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
舞
台

に
初
め
て
立
っ
た
の
は
、
２
０
１
５
年

11
月
。
歌
っ
た
の
は
、
フ
ォ
ー
レ
《
レ

ク
イ
エ
ム
》
で
、
ソ
プ
ラ
ノ
・
ソ
ロ
。

　
「
急
な
階
段
を
登
っ
て
暗
闇
の
中
で

ス
タ
ン
バ
イ
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
所
か
ら
見
る
客
席
が
本
当

に
美
し
く
て
、
天
使
に
な
っ
た
つ
も
り

で
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
響
き
も
最
高
。
そ
れ
か
ら
、
楽
屋
と

廊
下
も
豪
華
！
」

　

最
後
に
、
読
者
の
み
な
さ
ま
の
た
め

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

　
「
日
本
人
と
し
て
、
僕
は
日
本
の
う

Interview

先行予約：3/18（木）　一般発売：3/21（日）

夏
は
来
ぬ

佐
佐
木
信
綱・詞
／
小
山
作
之
助・曲

茶
摘
み

不
詳

た
な
ば
た
さ
ま

権
藤
は
な
よ・詩
／
下
総
皖
一・曲

わ
れ
は
海
の
子

不
詳

浜
辺
の
歌

林 

古
渓・詩
／
成
田
為
三・曲

み
か
ん
の
花
咲
く
丘

加
藤
省
吾・詩
／
海
沼 

実・曲

椰
子
の
実

島
崎
藤
村・詞
／
大
中
寅
二・曲

夏
の
思
い
出

江
間
章
子・詩
／
中
田
喜
直・曲

大
き
な
古
時
計

保
富
庚
午・訳
詞
／
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ 

Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｙ 

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｙ・曲

故
郷

高
野
辰
之・詩
／
岡
野
貞
一・曲

ほ
か

た
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
何
気
な
く
耳
に
し
て
い
た
日
本
の
う

た
の
美
し
さ
を
新
し
く
発
見
で
き
る
機

会
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
１
２
５
年
分
の
う
た
を
じ
っ
く
り

勉
強
し
な
お
し
て
い
ま
す
。
あ
の
歌
に

は
こ
ん
な
顔
も
あ
っ
た
ん
だ
！
そ
ん
な

楽
し
み
方
も
あ
り
ま
す
。
ザ
・シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！
」

（
文　

道
下
京
子
）
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関西フィル 第7回 親子定期演奏会

1年越しに遂に実現！ 夏の自由研究はお任せあれ！
親子で楽しみながら学ぼう♪

ヨーロッパ一周！音楽の旅♪

[指揮]藤岡幸夫　[ナビゲーター]林 そよか　[管弦楽]関西フィルハーモニー管弦楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

【オーストリア】シュトラウスⅡ：喜歌劇「ジプシー男爵」より“入場行進曲”／【ドイツ】ブラームス：ハンガリー舞曲よ
り 第5番／【ロシア】チャイコフスキー：バレエ「くるみ割り人形」より“花のワルツ”／【アルメニア】ハチャトゥリア
ン：組曲「仮面舞踏会」より“ワルツ”／【フィンランド】シベリウス：交響詩「フィンランディア」／【イタリア】ロッシー
ニ：歌劇「ウィリアム・テル」序曲より“スイス軍の行進”／【フランス】ラヴェル：組曲「マ・メール・ロワ」より“美女と野
獣の対話”／【日本】林 そよか：弦楽と打楽器のための“Fantasia”より 第2楽章／【イギリス】ヴォーン＝ウィリア
ムズ：グリーンスリーヴスによる幻想曲／【チェコ】ドヴォルザーク：交響曲 第9番 ホ短調 「新世界より」 第4楽章
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.8/7（土） 2:00PM
全席指定 4,000円 （税込） ※4歳以上のお子様からご入場可能です。
[お問い合わせ]ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール／関西フィルハーモニー管弦楽団

指
揮 

藤
岡
幸
夫

関西フィルハーモニー
管弦楽団

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

©SHIN YAMAGISHI©s.yamamoto

り
」。
そ
の
ラ
ス
ト
を
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク

に
飾
る
第
４
楽
章
な
ど
な
ど
…
。
い
ず

れ
も
〝
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る
〞

有
名
な
曲
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
十
二
分
に

備
え
た
傑
作
揃
い
な
の
が
嬉
し
い
！

　

指
揮
す
る
の
は
、
関
西
フ
ィ
ル
の
首

席
指
揮
者 

藤
岡
幸
夫
。
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
の
普
及
に
積
極
的
な
彼
は
、
当

シ
リ
ー
ズ
の
指
揮
を
第
1
回
か
ら
務
め

て
お
り
、
持
ち
前
の
熱
い
指
揮
と
親
し

み
や
す
く
斬
新
な
ト
ー
ク
も
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
の
人
気
の
秘
訣
だ
。
今
回
は
、

作
曲
家
に
つ
い
て
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

国
別
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
豆
知
識
を
教

え
て
く
れ
る
。

　

ま
た
当
公
演
に
は
、
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

と
し
て
才
色
兼
備
で
知
ら
れ
る
作
曲
家

の
林
そ
よ
か
が
初
登
場
。
穏
や
か
な
語

り
口
と
、
作
曲
家
な
ら
で
は
の
視
点
に

よ
る
解
説
は
、
聴
き
手
に
多
く
の
驚
き

と
喜
び
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
だ

ろ
う
。

　

２
０
１
９
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
大
好

評
だ
っ
た
、
学
ん
だ
こ

と
を
そ
の
ま
ま
自
由
研

究
と
し
て
提
出
で
き
る
、

こ
こ
で
し
か
手
に
入
ら

な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
〝
研

究
シ
ー
ト
〞
を
来
場
者

全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
有

効
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
!!

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

　

小
中
学
生
と
そ
の
ご
家
族
に
毎
回
大

好
評
を
博
し
て
い
る
関
西
フ
ィ
ル
親
子

定
期
演
奏
会
の
開
催
が
決
定
！
昨
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
時
に
企
画
さ
れ

て
い
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
周
！
音
楽
の

旅
♪
」
が
満
を
持
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ

る
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
と
し
て
、
生

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
存
分
に
体
感
し
な

が
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
知
識
も
た
く
さ
ん

学
べ
る
充
実
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
ご
期
待

い
た
だ
き
た
い
。

　

曲
目
に
並
ぶ
の
は
、
１
８
０
０
年

代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
躍
し
た
大
作
曲

家
た
ち
が
残
し
た
珠
玉
の
名
旋
律
の

数
々
。

　

ド
イ
ツ
の
ブ
ラ
ー
ム
ス
が
ハ
ン
ガ

リ
ー
民
謡
を
基
に
書
き
上
げ
た
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
で
流
麗
な
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞

曲
第
５
番
」。
ロ
シ
ア
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
の
３
大
バ
レ
エ
の
ひ
と
つ
、「
く
る

み
割
り
人
形
」
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を

優
雅
に
彩
る
「
花
の
ワ
ル
ツ
」。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
最
高
傑
作

の
ひ
と
つ
で
、
母
国
の
独
立
運
動
の
大

き
な
原
動
力
と
な
っ
た
交
響
詩
「
フ
ィ

ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」。
チ
ェ
コ
の
ド
ヴ
ォ

ル
ザ
ー
ク
が
教
育
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ

に
渡
っ
た
際
に
、
故
郷
へ
の
手
紙
の
よ

う
に
書
い
た
交
響
曲
で
、
彼
の
最
後
の

交
響
曲
と
な
っ
た
第
９
番
「
新
世
界
よ

夏休み自由研究は、
これで決まり！！

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
生
演
奏
と

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
豆
知
識
を
学
ぶ
！

関西フィル 第7回 親子定期演奏会 夏休み 自由研究は、これで決まり！！ ヨーロッパ一周！音楽の旅♪Review

先 行予約：3/18（木）
一 般 発 売：3/21（日）

自由研究にそのまま使える
“研究シート”プレゼント！
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[オルガン]大木麻理
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
前奏曲とフーガ ハ長調 BWV545／コラール「目覚めよと呼ぶ声あり」BWV645／イタリア協奏曲

（全3楽章）BWV971（クロンプ編）／インベンションより No.1,4 BWV772,775（レーガー編）
／小フーガ ト短調BWV578／コラール「最愛のイエス、我らここにあり」BWV731／半音階的幻
想曲とフーガ BWV903（レーガー編） ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.7/31（土） 7:00PM
全席指定 2,200円 （税込） ※休憩なし。約60分間のコンサートです。
[お問い合わせ]ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ･シンフォニーホール

ＡＬＬ ＢＡＣＨ
オールバッハ名曲選!!
真夏のオルガンコンサート
2021

オールバッハ名曲選!! 真夏のオルガンコンサート 2021Review

夏恒例！心地よい
オルガンの音色とともに
“音楽の父”バッハの
偉大さを知る

フ
ー
ガ
の
醍
醐
味
。
バ
ッ
ハ
は
ま
る
で

精
緻
な
バ
ロ
ッ
ク
建
築
の
教
会
を
つ
く

り
あ
げ
る
か
の
よ
う
に
見
事
に
主
題
を

組
み
立
て
て
お
り
、
そ
ん
な
壮
麗
さ
が

大
き
な
魅
力
だ
。

　

同
じ
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
作
曲
家
の
中

で
も
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
に
秀
で
て
い
た
が
、
バ
ッ
ハ
は
オ
ル

ガ
ン
の
名
手
と
し
て
誉
れ
高
く
、
即
興

も
大
の
得
意
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
彼

の
音
楽
に
は
、
時
に
ま
る
で
即
興
で
も

あ
る
か
の
よ
う
な
自
在
な
フ
レ
ー
ズ
も

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。「
半
音
階
的
幻

想
曲
と
フ
ー
ガ
」
で
は
、
華
麗
で
フ
ァ

ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
バ
ッ
ハ
を
楽
し
め

る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

さ
て
バ
ッ
ハ
は
ド
イ
ツ
以
外
の
国
に

行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
当
時
は
必
ず
し

も
国
際
的
な
作
曲
家
で
は
な
か
っ
た
。

後
の
19
世
紀
に
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
が

彼
の
偉
大
さ
を
世
に
広
め
た
こ
と
で
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
存
在
に
な
っ

て
い
く
。
以
後
多
く
の
作
曲
家
が
バ
ッ

ハ
の
影
響
を
受
け
、
ロ
マ
ン
派
か
ら
現

代
の
作
曲
家
に
い
た
る
ま
で
数
多
く
の

バ
ッ
ハ
編
曲
が
生
ま
れ
た
が
、
バ
ッ
ハ

の
音
楽
の
不
思
議
さ
は
、
ど
ん
な
楽
器

で
弾
い
て
も
そ
の
美
し
さ
が
失
わ
れ
る

こ
と
が
な
い
点
だ
。　

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
レ
ー
ガ
ー

編
「
イ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
よ
り
第
１
、４

番
」、ク
ロ
ン
プ
編「
イ
タ
リ
ア
協
奏
曲
」

な
ど
編
曲
版
バ
ッ
ハ
も
選
曲
さ
れ
て
い

る
。　

　「
編
曲
者
た
ち
の
楽
譜
は
、
声
部
が

増
え
た
り
、
ペ
ダ
ル
を
多
用
し
た
り
、

鍵
盤
交
代
が
多
か
っ
た
り
、
す
ご
く

難
し
い
。
で
も
バ
ッ
ハ
の
世
界
を
新
た

な
視
点
で
開
拓
し
て
い
き
た
い
」
と
大

木
は
言
う
。
バ
ッ
ハ
作
品
は
楽
器
が
変

わ
っ
て
も
、
輝
き
つ
づ
け
る
。
そ
ん
な

壮
大
な
世
界
を
秘
め
て
い
る
の
だ
。

　
ホ
ー
ル
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
荘
厳

な
オ
ル
ガ
ン
を
操
る
大
木
が
、
夏
の
暑

さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
華
麗
な
演

奏
を
展
開
し
て
く
れ
る
の
が
待
ち
遠
し

い
。

（
文
　
伊
藤
制
子
）

先行予約：3/18（木）　一般発売：3/21（日）

　

今
年
で
６
年
目
を
迎
え
る
人
気
シ

リ
ー
ズ
「
真
夏
の
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
」。
オ
ル
ガ
ン
と
い
え
ば
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
も
匹
敵
す
る
ス
ケ
ー
ル
を
持

つ
、ま
さ
に
楽
器
の
王
様
で
あ
る
。
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
据
え
ら
れ
て

い
る
ス
イ
ス
の
ク
ー
ン
社
製
の
オ
ル
ガ

ン
は
、３
７
３
２
本
の
パ
イ
プ
を
も
ち
、

豪
奢
な
音
色
で
数
多
く
の
観
客
を
魅
了

し
て
き
た
。

　

今
夏
は
第
３
回
ブ
ク
ス
テ
フ
ー
デ
国

際
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
を
日
本
人
と

し
て
は
じ
め
て
制
し
た
注
目
の
オ
ル
ガ

ニ
ス
ト
の
大
木
麻
理
が
出
演
す
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
も
ち
ろ
ん
オ
ー
ル
・

バ
ッ
ハ
。
王
道
の
オ
ル
ガ
ン
名
曲
ば
か

り
で
は
な
く
、
ピ
ア
ノ
や
チ
ェ
ン
バ
ロ

な
ど
で
演
奏
さ
れ
て
い
る
バ
ッ
ハ
作
品

を
オ
ル
ガ
ン
に
よ
る
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル

で
奏
で
る
の
も
楽
し
み
だ
。

　

と
こ
ろ
で
バ
ッ
ハ
は
「
音
楽
の
父
」

と
い
え
る
偉
大
な
作
曲
家
だ
が
、
バ
ッ

ハ
の
ス
ゴ
い
と
こ
ろ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
３
は
、

１
：『
建
築
的
壮
麗
さ
』、
２
：『
ま
る

で
即
興
の
よ
う
な
流
麗
さ
』、
３
：『
ど

ん
な
楽
器
で
演
奏
し
て
も
素
敵
！
』
と

い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
は
「
前
奏
曲
と
フ
ー
ガ
」
ハ
長

調
Ｂ
Ｗ
Ｖ
５
４
５ 

や
小
フ
ー
ガ 

ト
短

調
Ｂ
Ｗ
Ｖ
５
７
８
な
ど
フ
ー
ガ
が
い
く

つ
か
演
奏
さ
れ
る
が
、
複
数
の
パ
ー
ト

が
絡
み
あ
う
よ
う
に
展
開
す
る
の
が

バ
ッ
ハ
の
作
品
は
今
も
な
お

壮
大
な
世
界
を
秘
め
て
い
る

11 Sinfonia



セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
再
び
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
た
。

　

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
音
楽
に
は
、
故

郷
ボ
ヘ
ミ
ア
へ
の
強
い
想
い
が
込
め

ら
れ
、
そ
の
郷
愁
に
満
ち
た
メ
ロ
デ
ィ

は
聴
く
者
の
共
感
を
い
ざ
な
う
。

　
「
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
・
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
で
披
露
さ
れ
る
の
は
、
ド
ヴ
ォ
ル

ザ
ー
ク
の
最
後
の
3
つ
の
交
響
曲
と
、

彼
が
50
歳
で
創
作
に
着
手
し
た
「
自

然
、人
生
、愛
」を
表
わ
し
た
連
作
の
３

つ
の
序
曲
、
そ
し
て
彼
が
残
し
た
３
つ

の
独
奏
楽
器
の
た
め
の
協
奏
曲
だ
。

　

5
月
に
開
催
さ
れ
る
シ
リ
ー
ズ
第

1
回
で
は
、
渡
米
の
前
年
に
書
か
れ

た
序
曲
《
自
然
の
な
か
で
》作
品
91

と
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
の
な
か
で
最
も
人

気
の
高
い
《
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
》作
品

１
０
４
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン

派
の
色
香
と
と
も
に
厳
粛
な
表
情
の

《
交
響
曲 

第
7
番
》が
演
奏
さ
れ
る
。

《
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
》の
ソ
リ
ス
ト
は
、

１
９
９
４
年
生
ま
れ
の
岡
本
侑
也
。少

年
時
代
を
ド
イ
ツ
で
過
ご
し
、
高
校
2

年
生
で
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
、

２
０
１
７
年
に
は
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
王

妃
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
2
位

を
受
賞
。堅
実
な
演
奏
で
多
く
の
人
を

魅
了
し
て
い
る
。

　

第
2
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
華
や
か

な
雰
囲
気
の
序
曲
《
謝
肉
祭
》作
品
92
、

　

大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団（
以
下
大
阪
フ
ィ
ル
）は
、
朝
比
奈
隆

が
戦
後
ま
も
な
い
１
９
４
７
年
に
そ

の
礎
を
築
き
、
大
阪
の
音
楽
界
を
力
強

く
牽
引
し
た
。朝
比
奈
亡
き
あ
と
は
、

大
植
英
次
が
音
楽
監
督
の
ポ
ス
ト
を

継
い
だ
。大
植
が
音
楽
監
督
を
退
任

後
、
井
上
道
義
が
２
０
１
７
年
ま
で
首

席
指
揮
者
を
務
め
、
現
在
は
尾
高
忠
明

が
3
代
目
の
音
楽
監
督
と
し
て
大
坂

フ
ィ
ル
の
躍
進
に
力
を
注
ぐ
。

　

尾
高
は
、
現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
正

指
揮
者
を
は
じ
め
、
国
内
外
で
多
く
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ポ
ス
ト
に
就
い
て

い
る
。海
外
で
は
、
と
り
わ
け
イ
ギ
リ

ス
と
深
い
結
び
つ
き
が
あ
り
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ

ウ
ェ
ー
ル
ズ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
管
弦
楽
団

桂
冠
指
揮
者
で
も
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス

音
楽
に
造
詣
が
深
く
、
一
方
で
ラ
フ
マ

ニ
ノ
フ
演
奏
に
も
定
評
が
あ
る
。
ま

た
、
マ
ー
ラ
ー
や
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
、
シ

ベ
リ
ウ
ス
な
ど
の
作
品
も
意
欲
的
に

取
り
上
げ
て
い
る
。

　

尾
高
は
、
大
阪
フ
ィ
ル
音
楽
監
督

に
就
任
し
た
そ
の
年
か
ら
、「
作
曲
家

シ
リ
ー
ズ
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

２
０
１
８
年
は
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・

チ
ク
ル
ス
」、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
２
０
１
９
年
は

「
ブ
ラ
ー
ム
ス
・
チ
ク
ル
ス
」、
昨
年
は

「
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
チ
ク
ル
ス
」、

そ
し
て
今
年
は
「
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
・

ドヴォルザーク・
セレクション

ドヴォルザーク Column

Dvořák Selection
-----------------------------------------------------------------------------
2021.5/23（日） 2:00PM
[チェロ]岡本侑也
序曲「自然の中で」op.91／チェロ協奏曲 ロ短調 op.104／交響曲 第7番 
ニ短調 op.70
ザ・シンフォニー チケットセンターでの一般発売は3/31（水）

-----------------------------------------------------------------------------
2021.8/28（土） 2:00PM
[ピアノ]北村朋幹
序曲「謝肉祭」op.92／ピアノ協奏曲 ト短調 op.33／交響曲 第8番 ト長調 
op.88
ザ・シンフォニー チケットセンターでの一般発売は5/26（水）

-----------------------------------------------------------------------------
2021.10/8（金） 7:00PM
[ヴァイオリン]戸田弥生
序曲「オセロ」op.93／ヴァイオリン協奏曲 イ短調 op.53／交響曲 第9番 
ホ短調 op.95「新世界より」
ザ・シンフォニー チケットセンターでの一般発売は7/28（水）

チェコを代表する作曲家アントニン・ドヴォルザーク。美しいメロディーが印象的な名曲を
たくさん生み出し、後世に残した彼は、どんな人物だったのか…

チ
ェロ 

岡
本
侑
也

2021.5/23 2021.8/28 2021.10/8

ピ
ア
ノ 

北
村
朋
幹

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

戸
田
弥
生

指
揮 

尾
高
忠
明

ドヴォルザーク・セレクションReview

尾高忠明 指揮
×大阪フィルの
作曲家シリーズ全3回

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

作
曲
家
シ
リ
ー
ズ

ザ・シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
再
び
！

「
自
然
、人
生
、愛
」を
表
わ
し
た

連
作
の
３
つ
の
序
曲
を
披
露

《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
》作
品
33
、
の
び
や
か

で
ボ
ヘ
ミ
ア
的
な
彩
り
あ
ふ
れ
る
《
交

響
曲 

第
8
番
》。
リ
ヒ
テ
ル
の
録
音
で

知
ら
れ
る《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
》は
、
演
奏

さ
れ
る
機
会
の
少
な
い
作
品
。
こ
の

難
曲
に
挑
む
の
は
、
１
９
９
１
年
生
ま

れ
の
北
村
朋
幹
。中
学
時
代
に
東
京
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
1
位
と
「
大
賞
」

を
獲
得
し
た
俊
才
。
そ
の
演
奏
は
知

的
で
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
優
れ
、
圧
倒
的

な
支
持
を
得
て
い
る
。

　

シ
リ
ー
ズ
最
終
回
で
演
奏
さ
れ
る

の
は
、「
愛
」を
表
わ
し
た
序
曲《
オ
セ

ロ
》作
品
93
と
劇
的
な
表
現
と
と
も
に

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
メ
ロ
デ
ィ
が
魅

力
の
《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
》作
品

53
、
そ
し
て
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
が
ア
メ

リ
カ
時
代
に
書
き
上
げ
た《
交
響
曲 

第

9
番
「
新
世
界
よ
り
」》。
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
の
戸
田
弥
生
は
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
王

妃
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
、

ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
や
エ
ル
＝
バ
シ
ャ
、
カ

ン
ト
ロ
フ
ら
名
手
と
の
共
演
も
多
い
。

真
摯
に
音
楽
と
向
き
合
い
、
と
り
わ
け

緊
張
感
み
な
ぎ
る
演
奏
は
感
動
的
だ
。

　

今
回
の
「
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
・
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
尾
高
は
、「
な

ん
と
言
っ
て
も
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
が

あ
ふ
れ
て
い
る
作
曲
家
で
す
。〝
家
路
〞

〝
ユ
モ
レ
ス
ク
〞な
ど
日
本
で
親
し
ま

れ
て
い
る
曲
も
多
く
、
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
」
と
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。

（
文　

道
下
京
子
）

先行予約：3/25（木）　一般発売：3/30（火）

Ⅰ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ
先行予約：5/20（木）　一般発売：5/25（火）

先行予約：7/22（木）　一般発売：7/27（火）
-----------------------------------------------------------------------------
[指揮]尾高忠明　[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
A 5,000円　B 4,000円　C 3,000円 （税込）
[お問い合わせ]大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890
※Sinfonia先行予約は、ザ・シンフォニー チケットセンターまでお問い合わせください。
[主催]公益社団法人大阪フィルハーモニー協会／ザ・シンフォニーホール

　ボヘミア生まれのアントニン・ドヴォルザーク

（1841～190 4）は早くから音楽に親しむもの

の、家業を継いでほしいと願う両親は、肉屋の

修業のためにおじの家から彼を学校へ通わせ

る。その地で彼は、ドイツ語を指導した教師か

ら作曲の基礎も学んだ。プラハのオルガン学校

を卒業し、21歳でヴィオラ奏者としてプラハの

仮劇場に入団。のちに指揮者として入団したス

メタナの影響を受け、ドヴォルザークはチェコの

国民意識を強くもつようになる。

　1871年に仮劇場を退団後、彼は作曲に専

念した。国家奨学金の審査の際、審査員のブ

ラームスは彼を高く評価し、出版社ジムロック

に紹介。出版社の依頼により作曲されたピアノ

連弾曲《スラヴ舞曲集》は瞬く間に人気となり、

ドヴォルザークの名は海外にも知られるように

なった。

　1892年、ニューヨークのナショナル音楽院の

院長に就くために渡米（～95年）するも、ドヴォ

ルザークはほどなくホームシックになる。そんな

彼の祖国への思いは、音楽にも映し出されてい

る。また、ネイティヴ・アメリカンらとも広く交流し、　

自身の秘書に黒人を採用した。

　ドヴォルザークは大の鉄道ファンとしても知ら

れ、アメリカでもさまざまなSLを見るのを楽しみ

にしていたという。            （文　道下京子）

鉄道ファンのドヴォルザークは、列車の時刻表、運
転士の名前までも暗記していたという

1862年に開場したプラハの仮劇場の建物は、最
終的に1881年、国民劇場の建物に組み込まれた

大阪フィルハーモニー交響楽団

©Shigeto Imura ©TAKA MAYUMI

©Martin Richardson
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空を飛んでいるような爽快感
『魔女の宅急便』より「海の見える街」 ★
思わず口ずさんでしまう“ポニョ”

『崖の上のポニョ』より「崖の上のポニョ」
聴けば一発で元気が湧いてくる！

『となりのトトロ』より「となりのトトロ」、「さんぽ」 ★
いつでも心に迫る優しいうた

『千と千尋の神隠し』より「いつも何度でも」
荘厳でファンタジックな不朽の名曲

『もののけ姫』より「もののけ姫」 ★
儚げなあのフレーズがどのように蘇る？

『風の谷のナウシカ』より「ナウシカ・レクイエム」 ★

情感たっぷり！壮大なスケールを体感
『ハウルの動く城』より「人生のメリーゴーランド」 ★
合唱でも歌われる機会が多いあの曲

『天空の城ラピュタ』より「君をのせて」 ★
ノスタルジックな癒しの一曲

『千と千尋の神隠し』より「あの夏へ」 ★
映画の世界観を追体験できる！
交響組曲『魔女の宅急便』 ★
身代わりジジ～ジェフ、暴飛行の自由の冒険号～おじいさん
のデッキブラシ～デッキブラシでランデブー

ほか
★プロジェクションマッピング付き

P
R

O
G

R
A

M

[オルガン]大木麻理
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.4/24（土）
2:00PM／7:00PM ［2回公演］
※休憩なし。約60分間のコンサートです。
※4歳以上のお子様からご入場可能です。
全席指定 各3,000円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

[オルガン]大木麻理
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.5/1（土）
11:30AM／3:00PM／7:00PM [3回公演]
※休憩なし。約60分間のコンサートです。※11時30分公演:0
歳のお子様からご入場可能です。乳幼児のお子様（お膝の上
でも）も必ず座席券をお求めください。※15時・19時公演:3歳
以上の静かにご鑑賞頂けるお子様からご入場可能です。
全席指定 各3,000円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

QUEEN - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
スピード感溢れるメロディが心地よい
I WAS BORN TO LOVE YOU  ★
ボーン・トゥ・ラヴ・ユー
有名すぎるロックの名曲
WE WILL ROCK YOU
ウィ・ウィル・ロック・ユー
心躍らす疾走感あるメロディーが◎
DON’T STOP ME NOW
ドント・ストップ・ミー・ナウ
スリリングに展開していくエモーショナルな1曲
BOHEMIAN RHAPSODY  ★
ボヘミアン・ラプソディ

①
世代を超えて今も愛される
2大レジェンドの名曲ばかり
--------------------------------------------
②
ロック＆ポップスの王道と
オルガンの融合で新たな魅力を発見
--------------------------------------------
③
めくるめく煌びやかな
音と光のシャワーが胸熱！

①
ジブリ映画の“みんなが大好き
なあの曲”を一挙に演奏！
--------------------------------------------
②
11：30公演は0歳から楽しめる！
泣いて笑って歌ってＯＫ！
--------------------------------------------
③
超絶シリーズのファン待望の新企画！
幻想的なマッピングにも期待

ABBA - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ミュージカルシーンも蘇る1曲
MAMMA MIA  ★
マンマ・ミーア
言わずと知れたポップスの至宝
DANCING QUEEN  ★
ダンシング・クイーン
日本でも大ヒットとなったディスコ・ナンバー
VOULEZ VOUS  ★
ヴーレ・ヴー
魅惑のリズムで聴くものを惹きつける
LAY ALL YOUR LOVE ON ME
レイ・オール・ユア・ラヴ・オン・ミー                 

★プロジェクションマッピング付き

文　渡辺謙太郎

超絶の
ボヘミアン・ラプソディ
QUEEN＆A BA超絶の

魔女の宅急便
ジブリ映画名曲選

T h e  S y m p h o n y  H a l l 大 人 気 “ 超 絶 ” シ リ ー ズ ！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
×

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
お
友
達
、
お
ひ
と
り
で
も
楽
し
い
♪

感
動
と
興
奮
！
ス
ゴ
過
ぎ
る
体
験
を
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
！

春
の
２
本
立
て
!!

P
R

O
G

R
A

M
C

H
E

C
K

 
P

O
I

N
T

C
H

E
C

K
 

P
O

I
N

T

　

ス
イ
ス
・
ク
ー
ン
社
製
の
豊
麗
で
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
音
色
を
誇
る
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
人
気
シ
リ
ー

ズ
が
、今
春
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
！

　

超
絶
シ
リ
ー
ズ
第
４
弾『
超
絶
の
ボ

ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
』は
、昨
年
５

月
に
初
演
予
定
で
、早
々
に
チ
ケ
ッ
ト

が
完
売
し
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
で
９

月
に
延
期
。
だ
が
、今
度
は
コ
ロ
ナ
・

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
設
定
に
よ
る
収
容

人
数
オ
ー
バ
ー
で
再
延
期
と
な
っ
て

し
ま
い
、今
回
満
を
持
し
て
公
演
が
実

現
す
る
と
い
う
次
第
だ
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一
昨
年
、映
画『
ボ

ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
』で
社
会
現

　

続
く
５
月
１
日
の〝
超
絶
コ
ン
サ
ー

ト
〞の
テ
ー
マ
は「
魔
女
の
宅
急
便
」。

こ
ち
ら
も
超
絶
シ
リ
ー
ズ
の
注
目
の
最

新
作
で
、今
回
が
初
演
。
演
奏
さ
れ
る

の
は
、世
界
的
な
人
気
を
誇
る
ス
タ
ジ

オ
シ
ブ
リ
・
宮
崎
駿
監
督
の
ア
ニ
メ
映

画
を
彩
っ
て
き
た
久
石
譲
に
よ
る
名
曲

の
数
々
。
表
題
作
の
他
、「
風
の
谷
の
ナ

ウ
シ
カ
」「
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」「
と
な

り
の
ト
ト
ロ
」「
も
の
の
け
姫
」「
千
と
千

尋
の
神
隠
し
」「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」な

ど
、世
界
で
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
ジ
ブ

リ
映
画
史
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
的
に
振
り

返
り
つ
つ
、
そ
の
名
場
面
を
オ
ル
ガ
ン

と
映
像
に
よ
る
新
た
な
感
動
で
味
わ
え

る
の
が
嬉
し
い
。

　

ま
た
、今
回
は『
魔
女
の
宅
急
便
』の

発売中発売中

象
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
伝
説
の

ロ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
と
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ポ
ッ
プ
ス
グ
ル
ー
プ

Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
の
名
曲
ば
か
り
で
、発
売
か

ら
40
年
経
っ
て
も
フ
ァ
ン
の
心
を
掴

ん
で
離
さ
な
い
。

　
「
ウ
ィ
・
ウ
ィ
ル
・
ロ
ッ
ク
・
ユ
ー
」

「
ド
ン
ト
・
ス
ト
ッ
プ
・
ミ
ー
・
ナ
ウ
」

「
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ク
イ
ー
ン
」な
ど
、
も

と
も
と
色
彩
感
の
強
い
歌
が
原
曲
な

だ
け
に
、名
手
・
大
木
麻
理
の
妙
技
と
、

そ
れ
ら
に
合
わ
せ
て
生
ま
れ
る
新
た

な
る
映
像
美
に
大
き
な
期
待
が
高
ま

る
。
フ
ァ
ン
の
皆
様
か
ら
も
公
演
開

催
の
要
望
が
と
て
も
多
か
っ
た
だ
け

に
、ぜ
ひ
と
も
お
聴
き
逃
し
な
く
!!

映
画
音
楽
で
構
成
し
た
組
曲「
魔
女
の

宅
急
便
」の
抜
粋
版
も
披
露
。
一
昨
年
、

本
作
の
音
楽
を
手
が
け
た
久
石
譲
の

ワ
ー
ル
ド
・
ド
リ
ー
ム
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

が
初
演
＆
Ｃ
Ｄ
化
を
行
っ
て
い
る
の

で
、壮
大
な
オ
ケ
と
荘
厳
な
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
の
聴
き
比
べ
も
面
白
そ
う
だ
。

　

な
お
、前
述
の『
超
絶
の
ボ
ヘ
ミ
ア

ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
』は
１
日
昼
夜
の
２
回

公
演
だ
が
、こ
の『
超
絶
の
魔
女
の
宅
急

便
』は
、11
時
30
分
、15
時
、19
時
と
、
１

日
３
回
公
演
で
開
催
さ
れ
る
。
中
で
も

11
時
30
分
の
回
で
は
、
０
歳
児
か
ら
入

場
可
能
。
大
き
な
声
で
歌
っ
て
も
、泣

い
て
も
笑
っ
て
も
大
丈
夫
な
の
で
、安

心
し
て
家
族
み
ん
な
で
思
い
思
い
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
！

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp 1415 SinfoniaSinfonia
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大
阪
フ
ィ
ル
と
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
の
タ
ッ
グ
で
名
曲
を
お
贈
り
す

る
「
ソ
ワ
レ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」。〝
ソ

ワ
レ
＝
夜
公
演
〞
に
華
麗
な
る
管
弦
楽

の
調
べ
へ
と
誘
う
人
気
シ
リ
ー
ズ
だ
。

５
月
の
「
Ｖ
ｏ
ｌ
．
17
」
を
指
揮
す
る

の
は
川
瀬
賢
太
郎
。現
在
、名
古
屋
フ
ィ

ル
正
指
揮
者
、
神
奈
川
フ
ィ
ル
常
任
指

揮
者
な
ど
を
兼
任
し
、
八
面
六
臂
の
活

躍
を
繰
り
広
げ
る
俊
才
だ
。

　

今
回
の
公
演
に
向
け
て
の
聴
き
ど
こ

ろ
や
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

演
奏
さ
れ
る
の
は
、
Ｊ
．Ｓ
．
バ
ッ

ハ
（
エ
ル
ガ
ー
編
）
の
「
幻
想
曲
と
フ
ー

ガ
」、
ス
ー
ク
の
組
曲
「
お
と
ぎ
話
」、

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
交
響
曲
第
1
番
。
ず
ば

り
、
聴
き
ど
こ
ろ
は
？

　
「
昨
年
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕

２
５
０
年
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も

幸
い
な
こ
と
に
沢
山
の
作
品
を
指
揮
で

き
ま
し
た
。そ
し
て
、改
め
て
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
っ
て
凄
い
な
と
思
っ
て
。
彼
の

後
に
交
響
曲
を
書
い
た
作
曲
家
は
皆
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
い
う
十
字
架
を
背

負
い
な
が
ら
作
曲
し
た
と
思
い
ま
す
。

ブ
ラ
ー
ム
ス
も
然
り
で
、
彼
が
背
負
っ

た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
十
字
架
が
、
こ

の
あ
ま
り
に
も
素
晴
ら
し
い
交
響
曲
を

生
み
出
し
た
と
言
え
ま
す
。
僕
は
人
間

の
本
質
は
苦
悩
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す

か
ら
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
こ
の
交
響
曲
が

皆
様
に
勇
気
を
与
え
る
の
で
し
ょ
う
。

[指揮]川瀬賢太郎
[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
エルガー＝バッハ：幻想曲とフーガ ハ短調 op.86（J.S.バッハのBWV537による）
／スーク：組曲「おとぎ話」op.16／ブラームス：交響曲 第1番 ハ短調 op.68
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2021.5/13（木） 7:00PM
A 5,100円　B 3,100円 （税込）
[お問い合わせ]大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890
[主催]公益社団法人大阪フィルハーモニー協会／
ザ・シンフォニーホール

シリーズ8年目に突入！
エネルギッシュな気鋭マエストロが初登場

〈名曲シリーズ〉
大阪フィル×ザ・シンフォニーホール

<名曲シリーズ>大阪フィル×ザ・シンフォニーホール ソワレ・シンフォニー Vol.17Interview

ソワレ・シンフォニー
Vol.17

指
揮 

川
瀬
賢
太
郎

大阪フィルハーモニー交響楽団

僕
が
自
信
を
持
っ
て

〝
名
曲
だ
！
〟と
思
う
作
品

発売中

©Yoshinori Kurosawa ©飯島 隆

あ
と
、
も
う
１
人
多
く
の
音
楽
家
に
影

響
を
与
え
た
の
が
Ｊ
．
Ｓ
．
バ
ッ
ハ
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ど
こ
か
で
ド
イ

ツ
の
３
大
Ｂ
を
感
じ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
エ
ル
ガ
ー
が
編
曲
し
た
サ
ウ
ン
ド

は
カ
ッ
コ
よ
く
良
い
意
味
で
派
手
で
す

が
、
実
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
忠
実
で
リ
ス

ペ
ク
ト
と
愛
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
ス
ー
ク
の
『
お
と
ぎ
話
』
は
も
っ

と
演
奏
さ
れ
る
機
会
が
多
く
あ
る
べ

き
作
品
。
大
阪
の
皆
様
に
〝
こ
ん
な
に

素
敵
な
作
品
が
あ
る
ん
や
で
！
〞
と
自

信
を
持
っ
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
」

　

川
瀬
は
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

に
格
別
の
思
い
入
れ
を
抱
い
て
い
る
と

い
う
。

　
「
初
め
て
こ
の
ホ
ー
ル
を
訪
れ
た
の

は
２
０
０
７
年
。
Ｐ
Ｍ
Ｆ
と
い
う
音
楽

祭
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と

し
て
で
し
た
。
ホ
ー
ル
の
響
き
を
聴
い

た
そ
の
瞬
間
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

僕
は
こ
の
ホ
ー
ル
の
豊
麗
な
サ
ウ
ン
ド

に
恋
を
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
何
よ
り
、

ホ
ー
ル
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
心
遣
い

に
い
つ
も
感
動
し
ま
す
。
訪
れ
る
度
に

目
に
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
。
こ
ん

な
に
素
敵
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る

ホ
ー
ル
は
、
大
げ
さ
で
は
な
く
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
だ
け
で
す
！
」

　

最
後
に
、
こ
の
公
演
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
フ
ァ
ン
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
力
強

く
結
ん
で
く
れ
た
。

　
「〝
名
曲
〞
の
概
念
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ

と
思
い
ま
す
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

僕
が
自
信
を
持
っ
て
〝
名
曲
だ
！
〞
と

思
う
作
品
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
ま
し

た
。
こ
の
公
演
が
皆
様
に
と
っ
て
新
た

な
発
見
の
連
続
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
困
難
な
世
の

中
に
お
い
て
皆
様
に
音
楽
が
安
ら
ぎ

や
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
文
化
は
心
の
サ
プ

リ
メ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
た
ち
に

預
け
て
下
さ
っ
た
２
時
間
、
必
ず
有
意

義
な
時
間
と
思
い
出
と
し
て
皆
さ
ま
に

お
返
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
!!
」

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

Interview
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elegy 未来に向けて
エ レ ジ ー

横坂源 チェロ・リサイタル

再
起
動

再起動 elegy 未来に向けて 横坂源 チェロ・リサイタルReview

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

©Takashi Okamoto

　

２
０
１
０
年
に
難
関
と
し
て
名
高
い

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
２

位
に
入
賞
し
て
か
ら
10
年
。
そ
の
し
な

や
か
か
つ
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
演
奏
で

日
本
を
代
表
す
る
チ
ェ
リ
ス
ト
に
成
長

し
た
横
坂 

源
の
リ
サ
イ
タ
ル
が
、
い
よ

い
よ
間
近
に
迫
っ
て
き
た
。

　

当
初
は
２
０
２
０
年
３
月
に
開
催
予

定
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
。
今

年
の
２
月
21
日
に
は
「
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ 

Ｏ
ｆ 

Ｂ
ｅ
ｅ
ｔ
ｈ
ｏ
ｖ
ｅ
ｎ
」
の
フ
ァ
イ
ナ
ル

に
出
演
す
る
な
ど
、
今
や
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
の
フ
ァ
ン
に
お
な
じ
み
と

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
公
演
に
も

多
く
の
期
待
と
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
チ
ェ
リ
ス
ト
の
旧
約
聖
書

と
謳
わ
れ
る
Ｊ
．
Ｓ
．
バ
ッ
ハ
の
無
伴
奏

組
曲
で
幕
を
開
け
、カ
サ
ド
、フ
ォ
ー
レ
、

フ
ァ
リ
ャ
、
シ
ュ
ー
マ
ン
な
ど
の
多
彩

な
小
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
。
そ
し

て
ラ
ス
ト
は
、
共
演
の
ピ
ア
ノ
が
伴
奏

で
は
な
く
対
等
な
相
手
と
し
て
掛
け
合

う
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
ソ
ナ
タ
に
挑
む
重

厚
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
共
演
者
と
し
て
、
そ
の
重
責

を
担
う
の
が
萩
原
麻
未
。
横
坂
と
同

じ
２
０
１
０
年
に
難
関
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
人
初
優
勝
を

飾
っ
た
後
、
や
は
り
彼
同
様
に
飛
躍
的

な
活
躍
を
繰
り
広
げ
て
い
る
こ
と
は
周

知
の
通
り
だ
。

　

か
つ
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
演
奏

会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
共
演
す
る
友
人

と
の
成
長
の
証
」
と
語
っ
て
い
た
横
坂
。

盟
友 

萩
原
と
描
き
出
す
〝
現
在
〞
に
乞

う
ご
期
待
！

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

チ
ェロ 

横
坂 

源

ピアノ 萩原麻未
第65回ジュネーヴ国際コン
クール〈ピアノ部門〉におい
て日本人として初めて優勝

©Marco Borggreve

[チェロ]横坂 源　[ピアノ]萩原麻未
---------------------------------------------------------------
J.S.バッハ：プレリュード ～無伴奏チェロ組曲 BWV1007 第1番よ
り／カサド：親愛なる言葉／フォーレ：夢のあとに／フォーレ：エレジー 
op.24／ファリャ：火祭りの踊り／シューマン：アダージョとアレグロ 
op.70／ラフマニノフ：ヴォカリーズ op.34-14／ラフマニノフ：チェ
ロ・ソナタ ト短調 op.19　ほか
---------------------------------------------------------------
2021.3/27（土） 7:00PM
全席指定3,300円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

発売中

大阪のファン注目＆
期待の初リサイタル、
いよいよ開催迫る！
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ハイドンの交響曲全曲マラソン！
2021年シーズンも華々しく駆け抜ける

[指揮]飯森範親
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
-----------------------------------------------------------------------------------
千原英喜：ピアノと7楽器のためのコンチェルティーノ（世界初演）／ハイドン：交響曲 第46
番 ロ長調 Hob.I:46／ハイドン：交響曲 第45番 嬰ヘ短調 Hob.I:45「告別」　ほか
-----------------------------------------------------------------------------------
2021.7/30（金） 7:00PM
A 5,000円　B 4,000円 （税込）
[お問い合わせ]センチュリー・チケットサービス 06-6848-3311
[主催]公益財団法人日本センチュリー交響楽団

日本センチュリー交響楽団 ハイドンマラソン HM.24 「エステルハージ家 中期」

P I C K  U P  C O N C E R T

　

生
涯
に
１
０
４
曲
も
の
作
品
を
残
し
た

「
交
響
曲
の
父
」
ハ
イ
ド
ン
。
そ
の
全
曲
を

日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
が
首
席
指

揮
者
の
飯
森
範
親
と
８
年
か
け
て
演
奏
す

る「
ハ
イ
ド
ン
マ
ラ
ソ
ン
」。
２
０
１
５
年
に

始
動
し
た
が
、
20
年
の
第
19
回
で
後
半
に
折

り
返
し
た
際
、
会
場
が
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
へ
移
り
、
こ
れ
で
第
24
回
目
を
迎
え

る
。

　

公
演
テ
ー
マ
は
「
エ
ス
テ
ル
ハ
ー
ジ
家
中

期
」。
当
家
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
貴
族
で
、

ハ
イ
ド
ン
は
こ
ち
ら
の
宮
廷
楽
団
で
30
年

近
く
働
き
、
多
く
の
充
実
し
た
作
品
を
生
み

出
し
た
。
今
回
お
届
け
す
る
の
は
、
そ
の
中

期
に
書
か
れ
た
交
響
曲
第
56
、46
、45
番
。

　

第
56
番
に
は
、
当
時
の
エ
ス
テ
ル
ハ
ー

ジ
楽
団
に
い
な
か
っ
た
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が

華
々
し
く
活
躍
。
第
46
番
で
も
調
性
や
構

成
に
多
く
の
創
意
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、「
告
別
」の
異
名
で
知
ら
れ
る
第
45
番

は
、
作
曲
者
の
最
も
人
気
の
高
い
交
響
曲
の

ひ
と
つ
。
主
人
の
夏
季
長
期
休
暇
に
同
行

し
て
里
心
の
つ
い
た
楽
団
員
の
願
い
を
叶

え
る
べ
く
、
曲
の
最
後
に
向
か
っ
て
編
成
を

減
ら
す
こ
と
で
、
舞
台
か
ら
一
人
ず
つ
去
っ

て
ゆ
く
第
4
楽
章
は
あ
ま
り
に
も
有
名
だ
。

　

そ
し
て
今
回
は
、
千
原
英
喜
「
コ
ン
チ
ェ

ル
テ
ィ
ー
ノ
」
を
世
界
初
演
。
日
本
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
に
寄
付
し
た
方
が
気

鋭
作
曲
家
の
委
嘱
者
と
な
れ
る
「
新
曲
委

託
パ
ト
ロ
ン
制
度
」
を
利
用
し
た
企
画
な

の
で
、
エ
ス
テ
ル
ハ
ー
ジ
家
と
ハ
イ
ド
ン
の

関
係
に
な
ぞ
ら
え
た
意
味
で
も
お
楽
し
み

に
！

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

©山岸伸

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
石
田
泰
尚

指
揮
：
飯
森
範
親

　

舞
台
に
現
れ
る
と
、
そ
の
場
の
空
気
に
ピ

ン
と
緊
張
感
が
走
る
。
圧
倒
的
な
カ
リ
ス

マ
性
と
独
特
の
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
演
奏

で
、
関
西
で
も
多
く
の
フ
ァ
ン
を
も
つ
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
石
田
泰
尚
。

　

今
年
1
月
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
で
初
め

て
の
ソ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル
は
、
多
く
の
観
客

が
つ
め
か
け
る
人
気
公
演
だ
っ
た
が
、
７
月

11
日
、
待
望
の
２
回
目
の
リ
サ
イ
タ
ル
が
行

わ
れ
る
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
や
グ
リ
ー
グ
の
ソ

ナ
タ
な
ど
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
王
道
の
名
作
を
集

め
た
公
演
だ
。

　

石
田
は
三
つ
の
顔
を
も
つ
奏
者
で
あ

る
。
ま
ず
神
奈
川
フ
ィ
ル
、
京
都
市
交
響
楽

団
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
と
し
て
の

顔
。
数
十
人
の
奏
者
を
た
ば
ね
る
仕
事
で
、

演
奏
家
と
し
て
の
力
量
は
も
ち
ろ
ん
、
集
団

を
率
い
る
ト
ッ
プ
と
し
て
の
人
間
性
も
必

要
に
な
る
重
責
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
石
田
の
も
う
一
つ
の
顔
は
、
ピ
ア

ソ
ラ
な
ど
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
枠
を
超
え
た

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
自
由
闊
達
な
演
奏
で
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
最
後
に

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
正
統
派
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ソ
ロ
で
見
せ
る
、

洗
練
さ
れ
た
知
的
奏
者
と
し
て
の
顔
だ
。

　

今
回
は
、
石
田
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
得

て
い
る
中
島
剛
が
ピ
ア
ノ
を
つ
と
め
る
。

ピ
ア
ソ
ラ
か
ら
古
典
ま
で
幅
広
い
レ
パ
ー

ト
リ
ー
を
誇
り
、
端
正
な
表
現
で
評
価
の
高

い
中
島
と
の
絶
妙
な
丁
々
発
止
に
よ
っ
て
、

石
田
が
名
作
ソ
ナ
タ
を
い
か
に
演
奏
す
る

か
。
ぜ
ひ
と
も
駆
け
つ
け
た
い
コ
ン
サ
ー

ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
文　

伊
藤
制
子
）

ハマのカリスマが再び大阪に！
今度は名作ソナタを披露する！

[ヴァイオリン]石田泰尚
[ピアノ]中島 剛
------------------------------------------------------------------------------
ブラームス：F.A.E.ソナタ 第3楽章 「スケルツォ」
グリーグ：ヴァイオリン・ソナタ 第3番 ハ短調 op.45　ほか
------------------------------------------------------------------------------
2021.7/11（日） 2:00PM
全席指定 4,400円 （税込）
[お問い合わせ]Mitt 03-6265-3201
[主催]日本コロムビア株式会社／ザ・シンフォニーホール

石田泰尚 ヴァイオリン・レジェンド

発売中

一般発売：3/15（月）
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２
０
２
１
年
度
の
注
目
は
な
ん
と

言
っ
て
も
、
Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
音
楽
監
督 

宮

川
彬
良
指
揮
に
よ
る
〝
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ

ト
祭
り
《
Ｙ
ａ
ｍ
ａ
ｔ
ｏ
＆
Ｖ
ｉ
ｌ
ｌ

ａ
ｎ
ｓ
！
》〞。
副
題
に
も
あ
る
通
り
、

個
性
豊
か
な
Ｖ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｎ
ｓ
（
敵
対

勢
力
）
に
も
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
挑
戦
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
新
ア
レ
ン
ジ
の
曲
も

多
く
、
ヤ
マ
ト
フ
ァ
ン
必
聴
の
演
奏
会

と
な
る
。
映
画
の
公
開
と
も
重
な
り
完

売
必
至
の
た
め
、
お
早
め
に
チ
ケ
ッ
ト

の
確
保
を
オ
ス
ス
メ
し
た
い
。

　

吹
奏
楽
経
験
者
な
ら
誰
も
が
通
る

道
、
作
曲
家
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
リ
ー

ド
の
生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
た

オ
ー
ル
・
リ
ー
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第

１
３
９
回
。
芸
術
顧
問 

秋
山
和
慶
の
手

に
よ
っ
て
、
名
曲
の
数
々
が
響
き
渡
る
。

　

吹
奏
楽
に
馴
染
み
の
な
い
方
に
も
聴

い
て
も
ら
い
た
い
の
が
、
日
本
音
楽
界

の
巨
匠 
汐
澤
安
彦
を
迎
え
る
第
１
４
０

回
。
歌
劇
「
イ
ー
ゴ
リ
公
」
か
ら
〞
韃

靼
人
の
踊
り
〞を
は
じ
め
シ
ョ
ス
タ
コ
ー

ヴ
ィ
チ
の
「
祝
典
序
曲
」、
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
の
序
曲
「
１
８
１
２
年
」
な
ど

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
を
吹
奏
楽
ア
レ
ン

ジ
で
披
露
。
吹
奏
楽
の
新
た
な
魅
力
を

ぜ
ひ
ご
堪
能
い
た
だ
き
た
い
。

　

吹
奏
楽
と
侮
る
な
か
れ
！
と
熱
い
想

い
の
詰
ま
っ
た
全
６
公
演
。
お
客
様
の

想
像
を
遥
か
に
超
え
る
Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
サ

ウ
ン
ド
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

第136回定期演奏会

第139回定期演奏会

第137回定期演奏会

第140回定期演奏会

第138回定期演奏会

第141回定期演奏会

2021.4/18（日）
2:00PM
[指揮・作曲]フランコ・チェザリーニ
----------------------------------------------------
◎オール・チェザリーニ・プログラム
交響詩「アルプスの詩」
ビザンティンのモザイク画　　
交響曲 第2番「江戸の情景」　
----------------------------------------------------

2021.6/27（日）
2:00PM
[指揮]宮川 彬良
----------------------------------------------------
◎宇宙戦艦ヤマト祭り《Yamato & Villans!》
※詳細は後日発表
----------------------------------------------------

2021.9/26（日）
2:00PM
[指揮]ダグラス・ボストック
[トロンボーン]玉木 優
----------------------------------------------------
伊藤康英：煌夜 -祭の幻想／トロンボーンと吹奏楽のた
めのソナタ／真島俊夫：鳳凰が舞う～印象、京都 石庭 
金閣寺／富士山 -北斎の版画に触発されて-　ほか　
----------------------------------------------------

2022.3/26（土）
2:00PM
[指揮]山下 一史
----------------------------------------------------
アラルコン：インヴォカシオン〜「エル・プエルト」を元に
して／スティーヴンソン：交響曲 第2番「ヴォイセズ」
／バーンズ：交響的葬送曲（交響曲 第7番）op.135
----------------------------------------------------

2022.1/22（土）
2:00PM
[指揮]汐澤 安彦
----------------------------------------------------
バーンスタイン：キャンディード序曲／ショスタコーヴィ
チ「祝典序曲」／ワーグナー：歌劇「ローエングリン」か
ら“エルザの大聖堂への行列”／チャイコフスキー：序曲
「1812年」op.49　ほか
----------------------------------------------------

2021.11/28（日）
2:00PM
[指揮]秋山 和慶
----------------------------------------------------
◎アルフレッド・リード 生誕100年記念 オール・リー
ド・プログラム／序曲「春の猟犬」／「ハムレット」への
音楽／法華経からの三つの啓示／アルメニアン・ダン
ス パート1　ほか
----------------------------------------------------

オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラReview

オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラ
Osaka Shion Wind Orchestra

2021年度
シーズンも
Shion旋風を
巻き起こす！

“日本で最も長い歴史と伝統を誇る交響吹奏楽団”の名のもとに吹奏楽界をリードする
オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラから、今シーズンも目が離せない！

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

必
見
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

©飯島 隆

各公演 S 5,000円　A 4,000円　B 3,000円 （税込）  ※やむを得ぬ事情により、出演者、演目等が変更になる場合がございます。予めご了承ください。

[お問い合わせ]Shionチケットセンター 0800-919-5508

©M.Daisuke
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